
『人文学報』 第98号(2009年12月)

  (京都大学人文科学研究所)

精 霊 憑 依 の コ ミュニ テ ィ

一 北 タイ,チ ェンマイの基柱の守護精霊を崇拝する霊媒集団とその宗教実践 一

福 浦 一 男*

目 次

序論

1 伝統的都市国家と霊媒集団   チェ

  ンマ イの基柱の守護精霊に関する儀礼

II 伝 統的な共同体と霊媒集団

皿 民 間宗教の拡張   「ヨック・クー」

IV 民間宗教のさらなる拡張 一 「3人 の

  王」崇拝儀礼

結論

序
△
冊
壬
一口

 本論文 の目的は,東 南 アジアのタイ王国における一民間宗教の活況 とその考察を通 じて,民

衆による文化実践の独自性や自律性が,実 践そのものの展開力や突破力に起因するとい うこと

を明 らかにす ることである。

 21世 紀 の現代世 界 にお いて,生 一権力(規 律 ・訓練のメカニズム)が 世 界中 に広 ま りっっ あ る

[Negri&Hardt 2000(2003):39-63]。 そ の一方 で,文 化人 類学 が研究対象 とす るいわ ゆる

伝統社会 は,周 縁化 を被 りなが らも,依 然 と して さまざま な文化 実践 を豊 か に繰 り広 げて い る。

セル トーによ る と,民 衆 によ る文化実践 には,多 かれ少 なか れ 自前 の 「もの のや りか た」 で空

間を わが もの にす るはた らきがあ り,意 識 していよ うが い まいが,そ れ は 「反規 律 の網 の 目」を

形成 して い る。 さ らにそ こで は,行 動 の しか たのなか にお のず と考 えかたがふ くまれ,も のを

使 い こな す 術 と もの を 組 み 合 わ せ る術 とが わ か ち が た く結 び っ いて い る[Certeau 1980

C1987):17‐19]o

松田 ・古川[2003]が 環境による観光や地域おこしに即 して論 じているように,民 衆の共同
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体 は,全 体社会の秩序階梯の最底辺に位置づけられなが ら,そ の秩序 を受容 しそ こで生を営み

なが ら,秩 序構造を現場で微細 に修正 ・転換 していくところに,限 定的な主体性を発揮 してい

る。 マクロな構造の被既定者 として従属的存在と見なされてきた人々には実際 主体性が存在

するのであり,周 縁社会 は,じ っはこの不平等な構造を自分たち流に再解釈 し,そ こに彼 ら自

身の能動的世界を築き上 げているのである[松 田 ・古川2003:218,228&230]。

 っまり,民 衆の文化実践 とは,状 況に応 じて即応的 ・即興的 ・具体的に繰 り出される文化的

営為 のことであり,彼 らは,限 定的であるにせよ,固 有の時間や空間,そ して 日常感覚を自前

のや りかたで創造するのである。っまり,民 衆による文化実践に注目することは,文 化の多様

性 ・多元性の価値を再認識 し,そ れらを回復するための契機を見出すことなのである。

 民衆文化の諸実践の中で も,民 衆による宗教実践,す なわち民間宗教 は殊更重要であるD。

とい うのも,民 間宗教は,現 代世界において民衆文化の代表的なイ ンデ ックスとして機能 して

おり,世 界各地の諸事例 は,民 衆文化の活況と多様性を示 しているか らである。 ところがそれ

らの宗教実践は,一 面的な見地か ら論 じられることが非常 に多い。 というのも,民 間宗教 は総

じて都市化やグローバル化などの影響 として論 じられており,そ の結果,議 論 は一種の還元主

義 に陥 って しまっている2)。この立場の論者たちは,当 事者とその実践そのものをおざなりに

したままで,現 地社会を論 じて しまっている。

 宗教実践の当事者たちが,い かにして独自性 ・自律性を創造 し,維 持 し,展 開 しているのか

という点 にこそ注目すべきなのである。そうすることによって こそ,自 発的で自律的な実践の

回路を見出 し,そ れを正当に評価することが可能となる。

 その具体的な事例を,東 南アジア大陸部 に位置するタイ王国の民間宗教による宗教実践に求

めることにしたい。タイは,上 座部仏教を事実上の国教 とする王国である。 タイの人びとは総

じて敬虔な仏教徒であるが,同 時にさまざまな民間宗教を受容 している。本稿の考察対象であ

る北部地方の中心都市,チ ェンマイの霊媒カル トもまたこの民間宗教の一っであ り,さ まざま

な精霊を憑依させる霊媒 による降霊儀礼で知 られている。類型論的 には,こ の霊媒 カル トは統

御的な憑依を行 う霊媒が司る民間宗教 として位置付けられる[Lewis 1971(1985):72;佐 々木

1980:22‐41]o

 本稿では,チ ェンマイの霊媒たちとその宗教実践の考察を通 じて,儀 礼 コミュニティの形成

とその意義を,自 律的な文化実践の展開とい う観点か ら検討 し,都 市化やグローバル化の影響

という説明における問題点を明 らかにする。具体的には,チ ェンマイで最大規模である霊媒集

団を取 り上げる。 これは,「 ラック ・ムアン」(Lak Muang)(「(チ ェンマイの)基 柱」という意味)

という儀礼的象徴とその守護精霊 を崇拝 し,こ の守護精霊を崇拝す る儀礼を中心に,年 間を通

して宗教実践を繰 り広げている霊媒たちからなる3)。

霊媒 に対す る呼称 は様 々だが4),な かで もその意味 において最 も特徴的なの は 「マー ・

一230一



精 霊 憑 依 の コ ミュ ニ テ ィ(福 浦)

(

10  0  1Q 2Q 3Q Kilometers

(チ ェ ンマ イ大 学 社 会 科 学 部 提 供 の デ ― 夕に よ る (Geo-Infomatics and Space Technology Centre (Northern

Region), Faculty of Social Sciences, Chiang Mai University).)

(a)チ ェ ン ダオ郡(Amphoe Chiang Dao)(b)メ ― テ ン郡(Amphoe Mae Taeng)(c)メ ― リム郡(Amphoe

Mae Rim)(d)サ ンサ ― イ郡(Amphoe San Sai)(e)ド イ サ ケ ッ ト郡(Amphoe Doi Saket)(f)・ ・一 ン ドン郡

(Amphoe Hang Dong)(g)チ ェ ンマ イ郡(Amphoe Muang Chiang Mai)(h)サ-ラ ピ― 郡(Amphoe Saraphi)

(i)サ ン カム ペ ― ン郡(Amphoe San Kamphaeng)

地 図 タイ 王 国,チ ェ ンマ イ 県,チ ェ ンマ イ郡 とそ の 周辺

キ―」(ma khi)で ある。 これは精霊が馬=霊 媒に乗るという意味であり,憑 依に対する見解

を如実に示すものである。一般 に精霊は,仏 教的な輪廻転生を遂げることができず,地 上に留

まることを余儀なくされた死者の霊であり,現 世において功徳を積むために霊媒に憑依す ると

考えられている5)。

 霊媒の多くには,な ぜ霊媒になったのかに共通するあるス トー リーがある。精霊が とある女

性に取 り憑 き,そ れに悩んだ彼女は霊媒のところに相談に訪れるものの,精 霊を祓 うのは不可

能であり,精 神的な危機を乗 り越える唯一の方法 として,そ の女性は霊媒になった,と いうも

のである。 これは,北 タイの霊媒カル トに関する民族誌の共通認識となっている。その憑依精
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霊 を伝統的な精霊 と断定するにせよ,新 たな精霊 と見なすにせよ,そ こに生 じた師弟関係は約

縁的である6)。大抵の場合,霊 媒 は女性が殆 どだが,憑 依する精霊(「 チャオ」(chao))は 圧倒

的に男性であ り,憑 依時の女性霊媒は男性 と見なされる。

 霊 媒 は,自 宅,あ るい は自宅 の敷地 内に祭壇を設 けてい る。祭 壇 に は,檳 榔子 や縄な どを乗

せ た円形 の木 製 の盆が一 つ,あ るい は複 数置 かれてい る。 これを 「カ ン ・クー」(khan khu)

と い い,そ こに精 霊が宿 ると され る。 それ は霊媒 の祭壇 を構成 す る最 も重要 な儀礼 道具で ある。

大抵 の場 合,一 人 の霊媒 に憑依 す る精霊 の数 は複数で あ り,人 数 分 の 「カ ン ・クー」が祭壇 に

置か れて い る。 祭壇 の前 に は精霊 となった霊 媒が座 るための席(「 テン ・ナン」(thaen nang))

が 設 け られて お り,ク ライエ ン トは霊媒 と向かい合 って座 る。

 憑依時に,霊 媒 は表情を一変 させ,全 身を震わせ,痙 攣状態を示すが,そ の姿は嘔吐によく

似ている。震 えが止まり,落 ち着 きを示す と,霊 媒は,原 色の薄い上着や巻 きスカ―ト,頭 巾

など,特 別な衣装を衣服の上か ら重ね着す る。か くして精霊が出現す る。

 霊媒たちが精霊を憑依 させ るのは,個 人のクライエントを対象 とす る降霊儀礼 と,霊 媒たち

による集団憑依儀礼という2種 類 の機会であ り,こ れ らは霊媒の主 な実践となっている。個人

を対象 とした儀礼では,霊 媒 は,ク ライエントに対 して病気治療,吉 兆 ・運勢 占い,悪 運祓いな

どの伝統的サー ビスには じまり事業成功祈願などの現代的なサービスに至るまで,様 々な降霊

儀礼を行 う。複数の霊媒による集団的な儀礼では,霊 媒 は,儀 礼主催者 として,あ るいは招待客

として,連 日のように霊媒集団での精霊憑依儀礼を行っている。100名 を超える霊媒たちが,大

音量で鳴 り響 く伝統音楽を背景 に,憑 依状態でダンスを繰 り広げるのである。 クライエントに

対する降霊儀礼の時には,精 霊 の滞在時問は30分 に満たないことが珍 しくないが,集 団での

憑依儀礼の時には憑依は数度に及び,一 回あたりの憑依は1時 間以上持続するのが普通である。

 この集団での憑依儀礼が顕著 となったのは1970年 代以降である。 アーヴィン[Irvin 1984]

によると,社 会格差や社会生活の近代化が進展 し,伝 統的な村落域の守護精霊祭祀の衰退 と,

現代的な霊媒カル トの増加が同時進行 した。守護精 霊 という概念はそのまま存続する一方で,

クライエン トに対す る降霊儀礼 において,伝 統的なサービスだけでな く,社 会的地位や個人的

利益の獲得を目的とするサービスを行 う動 きが広まった。 さらに伝統的な守護精霊に加えて,

北 タイやタイ王国の諸王など新たな守護精霊が多々出現 し,同 様の宗教実践を行 うようになっ

た。 これらの精霊は,イ ンドシナ半島の共産化という当時の現実的脅威に対 して国民国家を守

護す るというイデオロギー的な役割をも果た した。

 この傾向は1980年 代に入 るとますます強まった。 田邊[1995]に よると,都 市化 ・消費社

会化が進展す る中で,チ ェンマイ都市域内では新たな種類の憑依精霊が爆発的に発生 し,伝 統

的な祈願項目に加えて,個 人的欲望を実現するための項 目が増大 した[田 邊1995]。 さらに霊

媒 カル トはグローバル化 とも積極的な関係を取り結ぶようになった。
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 モ リス[Morris 2000:24o―349]に よ ると,1990年 代 には,軍 の圧政 やチ ェ ンマイで の コ

ンドミニ ア ム建設 に反対 す る呪詛儀礼 が行 われ,ビ ジネス マ ンが頻 りに評判 の高 い霊 媒 の もと

に事 業 の相談 に行 くよ うにな り,と あ る霊媒 に至 って は,憑 依 の トリックを公 に して グ ロ―バ

ルな マル チ商 法 の販 売員 に まで な った。 このよ うに,チ ェンマ イの霊媒 カ ル トに関 す る従 来 の

議論 の主 眼 は,国 民 国家建 設,都 市 化 ・消 費社会化,グ ローバル化 との関係 にあ り,そ れ は

もっぱ ら社会 歴史的 な還元 主義で論 じられて きた。

 だ が 同時 に,ア ー ヴ ィンと田邊 は,あ くまで も都市 化 ・消費 社会 化 の コ ンテ クス トを堅 持 し

なが らも,チ ェ ンマ イ近郊 の チェ ンダオ郡 に住 む霊媒 たちに よる宗 教実践 につ いて先 駆的 に論

じて いた。 さ らに田邊 は,「 ラック ・ムア ン」 を崇拝 す るチ ェ ンマイ の霊 媒集 団 につ いて も言

及 してい た[lrvine 1984:319-320;田 邊1995:220-223]。 つ ま り,霊 媒 た ちの宗教 実践 に

は自律 的 な展 開力 ・突破力 が存在 する ことを認 めて いた。

 そのように認めることができる理由は以下の3点 である。すなわち,第 一 に,そ こには大枠

としてのルールを持 ちながら,臨 機応変 にその様態を変化 させ るとい う一種の許容性が存在 し,

それが宗教実践の幅を広げている。

 第 二 に,そ こにはそれ 自体 の中 に存在 す る遂行す る力,す なわ ち一 っのパ フ ォー マテ ィ ヴィ

テ ィ (performativity)が 存 在 す る。 霊媒 た ちのコ ミュニ テ ィとは,こ のパ フ ォー マテ ィ ヴィ

ティの コ ミュニ テ ィに他 な らない。 田中[2002]が 述 べて いるよ うに,こ の コ ミュニテ ィは社

会 その ものであ り,日 常 的実践の新 たな ヴ ィジョンであ る[田 中2002:354]。

 第三に,そ こには独自の志向性と方向性が存在 し,そ れは必ず しも社会を前提 としていない。

っまり,北 タイ,チ ェンマイの霊媒たちによる宗教実践を定義づけているのは社会的要因では

なく,霊 媒者 たちの宗教的相互行為なのであ り,社 会歴史的な還元主義,あ るいはマクロな観

点だ けではこれを捉えることはできないのである7,8)。

 本稿では,よ り実態に即 して社会還元説を批判 したい。つまり,北 タイの事例における出発

点はあ くまで も霊媒集団内部での相互作用と,そ れが作 り出す力なのである。そ こか ら社会 と

のかかわ りが生 じて くるのであり,い わば宗教実践が 自己展開する形で宗教実践を規定 してい

るのである。

 た しかに社会歴史的な還元主義的説明によって,チ ェンマイの霊媒カル トが単 なる過去への

回帰ではな く,モ ダニティに対するひとっの反応だということを提示す ることがで きる。 これ

によって,社 会変動 と霊媒カル トの間にどのような関係があるのかを説明することが可能であ

り,さ まざまな憑依精霊がどのような歴史的重要性を体現 しているのかを説明することも同様

にできる。

 その一方で,こ の説明だけでは,霊 媒カル トそれ自体の説明としては不十分なものになる。

っまり,霊 媒 カル トはあくまで も社会変動のインデ ックスとして存在す るため,霊 媒カル トそ
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れ自体の中身は何 ら問われないことにな って しま う。

 先 行 研 究 の中で この点 に留意 した数少 ない例外 が 田邊[2003]で あ る。 田邊 は,精 霊 憑 きに

悩 ま され たク ライエ ン トが霊 媒 とな り,個 々の霊 媒 とその クライ エ ン トが織 りなす実 践 コ ミュ

ニ テ ィの諸次 元 に注 目す る[田 邊2003:143―179]。 だ が,そ こで の焦 点 はあ くまで も個 々の

霊媒 とそ のク ライエ ン トに当て られてい る。

 実際には,霊 媒たちの多 くは集団を形成 し,連 日のように霊媒集団による儀礼を実践 してい

るのであり,そ こには師 と弟子の関係を超えた霊媒同士のコミュニテ ィが形成 されている。本

論では,個 々の霊媒を中核 とす る共同体は,秘 儀的な師弟関係 に従 う霊媒,彼 らの介添え役,

常連クライエン ト等か らなるが,そ のような共同世界は,集 団儀礼を通 じて一挙 に多元化され

てお り,降 霊儀礼の場では単独で しか出現 しない憑依精霊が,集 合的な儀礼 の場では連日のよ

うに一堂 に会することになるのである。つまり,霊 媒 コ ミュニティは師弟関係だけでないので

ある。

 本論文の目的は,東 南アジアのタイ王国における一民間宗教の活況 とその考察を通 じて,民

衆 による文化実践の独自性や自律性が,実 践そのものの展開力や突破力に起因するということ

を明 らかにす ることである。1で は,伝 統的な都市国家であったチェンマイの儀礼的象徴 と霊

媒集団 との関係を,守 護精霊崇拝儀礼に即 して検討する。IIで は,い くつかの伝統的な共同体

と霊媒集団 との儀礼的協同にっいて検討する。皿では,霊 媒たちの儀礼共同体 の要諦となる精

霊憑依儀礼について検討する。IVで は,チ ェンマイで最大規模 となった新たな精霊憑依儀礼に

即 して,霊 媒たちの宗教実践の意義について検討する。

I 伝統的都市国家と霊媒集団 一 チェンマイの基柱の守護精霊 に関する儀礼

1 チェンマイの基柱 ・守護精霊 ・霊媒集団

 チェンマイは13世 紀末か ら20世 紀初頭 までラーンナータイ王国の中心地 として栄え,現 在

の タイ王国の前身 シャム王国に併合された後 も,独 自の文化を誇 っている。堀 と外壁で囲まれ,

5っ の門を有する一辺2キ ロメー トル弱の四角形型の旧市街と,そ の内外に林立す る上座部仏

教寺院は,伝 統的な都市国家 「ムァン」(Muang)の 名残をとどめている。市域の人口は2000

年時点で約17万5千 人である9)。

 旧市 街 中心 部 のチ ェデ ィ ・ル ア ン寺 に は,「 イ ンタキ ン」(lnthakhin),す な わち 「イ ン ドラ

神 の柱 」 とい う名 の重要 な儀 礼的象徴 があ る。 これは土地 の守護精 霊 と政 治権 力が 同時 に収 斂

す るチ ェ ンマイ の基 柱(「 ラック ・ムァン」)で あ る10)。 そ の名 の 由来 は,上 座部仏教 宇宙 の中心

で あ る須弥 山 に止住 す るイ ン ドラ神 が,危 機 に瀕 したチ ェ ンマイの人 々を二 度救 ったとい う神

話 に由来 す る。一度 目は2体 の鬼 に 「基柱 」を送 り届 けるよ う命 じ,二 度 目はその レプ リカを
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造 り崇 拝 す る こ と を 人 々 に 命 じ た の で あ る[Notton 1926:25-33;Tanabe 2000:299―300]。

 第2次 大戦後,「 インタキ ン」 の精霊に憑依された旧チェンマイ王朝の元料理人である男性

霊媒が基柱を崇拝する儀礼を復興 し,そ の際旧市街北東角の精霊祠にて守護精霊のための精霊

憑依儀礼を組織 したのが,本 論の対象となる霊媒集団の始まりである。

 彼が1973年 に亡 くなった後も,チ ェンマイでは,基 柱祭祀と基柱の守護精霊崇拝儀礼を宗

教実践の中心に据える霊媒集団が約60年 に渡 って活発に活動を繰 り広げているIU○現存する

唯一の直弟子である女性霊媒は90歳 代,往 時を知る唯一―一の男性介添え役 も60歳 代である。

 彼 らは,チ ェンマイの霊媒コ ミュニティの中で最もよく知 られた存在であり,霊 媒集団の核

を形成 している。現在,こ の霊媒集団では,第3世 代,第4世 代,あ るいは第5世 代が顕著で

ある。霊媒たちは,旧 市街北東角にある基柱の守護精霊祠を儀礼的な拠点とし,チ ェンマイの

守護精霊に対する崇拝の念,そ して互いの憑依精霊に対する敬意の念か らインフォーマルな集

団を形成 し,連 日のように儀礼の場で集い,儀 礼以外で も交遊を深めるなど,互 いの親睦を深

め合 っている。

 少 な く見積 もって も200名 か ら300名 もの霊媒が,こ の霊媒集団の諸儀礼 に日常的 に参加 し

て いる。近年 になってか ら登場 した新 たな種類の憑依精霊であ る,託 宣を与え る高位の守護霊

「ピ― ・チ ャオナーイ」(phi chaonai)の 霊 媒た ちよ りもむ しろ,村 の守護精霊,母 系出 自集団

の祖霊,伝 統的都市国家 「ムア ン」 の守護精霊な ど,伝 統的な憑依精霊を有す る霊媒た ちが こ

の霊媒集団 を リー ドして いる。

 i 浜馨

媛 貿

写 真1 「イ ン ドラ神 の 柱」。

   2001年3月 。
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人  文  学  報

 この霊媒集団の特徴 は,チ ェンマイの基柱の守護精霊を崇拝す る年中行事の存在である(表

i)。 それ らは,北 部地方の伝統的な政治的単位 「ムアン」 としてのチェ ンマイの守護精霊を

祝福するものである。開催期 日は北タイの太陰暦によりあ らか じめ定め られており,儀 礼開催

を知 らせ る案内状は存在 しない。チェンマイの霊媒にとって,こ の守護精霊 に対する崇拝は,

チェンマイ建都の要諦か ら来 る守護精霊だということか ら,あ らゆる守護精霊 を超越する最重

要の存在である。次に,そ れらの年中行事的儀礼の概略と意義 にっいて見てゆ く。

表1 北 タイ,チ ェンマイの基柱の守護精霊を崇拝する霊媒集団の年中行事的儀礼12)
―

 儀礼の開催月

儀礼の名前 儀礼の開催場所北タイの
太陰暦

西洋暦

(お よそ)

1 10
- ―

2 11

「オ ー ク ・パ ンサ ー」(Ok Phansa)

(雨 安 居 明 け)

チェンマイ市内

(基柱の守護精霊の介添え役の家)

「オ 一 ク ・パ ンサ ―」(Ok Phansa)

(雨 安 居 明 け)

チ ェ ン マ イ 旧 市 街 北 東 角

(チ ェ ン ・シー プ ー ム)

3 12 ― ―
―

  4 1
「ブ チ ャ ー ・シー テ ィ ト」(Bucha Si Thit)

(「四 方 拝 」)

チ ェ ンマ イ 旧市 街 北 東 角

(チ ェ ン ・シー プ ― ム)

5 2 ― ―

6 3 ― ―

7 4 「ダ ム フ ワ」(Z)amhua)
チ ェ ンマ イ 旧市 街 北 東 角

(チ ェ ン ・シ ー プ ― ム)

8 5
「サ オ ・イ ン タキ ン」(Sao lnthakhin)

(「イ ン ドラ神 の 柱J崇 拝 儀 礼)

チェディ ・ルアン寺

(チ ェンマイ旧市街中心部)

6

「チ ェ ン ・シー プ ー ム」(Chaeng Si Phum)
チ ェ ンマ イ 旧 市 街 北 東 角

(チ ェ ン ・シ ― ブ ー ム)

「ワ イ ・ク ー 」 (Wai Khu)
チェンマイ市内

(基柱の守護精霊の介添え役の家)

10 7 ― ―

11 8

「カ オ ・パ ンサ ー 」(Khao Phansa)

(雨 安 居 入 り)

チェンマイ市内

(基柱の守護精霊の介添え役の家)

「カ オ ・パ ンサ ― 」(Khao Phansa)

(雨 安 居 入 り)

チ ェ ンマ イ 旧 市 街 北 東 角

(チ ェ ン ・シ ー プ ー ム)

12 9 1     一 一

2 伝統的都市国家 との接合 ― チェンマイの基柱の守護精霊に関する儀礼

(1)「サオ ・インタキン」

 「サ オ ・イ ンタキ ン」(Sao Inthakhin),す な わ ちチ ェンマイの基 柱 を崇拝す るこの儀礼 は,

チ ェンマイの建都神 話 を祝 って,チ ェデ ィ ・ルア ン寺 にて,北 タイの太 陰暦第八 月 に開催 され

る。 この儀礼 は,チ ェ ンマイ全市 規模 の年 中行事 的儀礼 の 中で最 も重要 な儀 礼 の一っ で あ る

[Sommai&Amphay 1991]0
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 7日 間 に渡 ってチ ェンマ イ市民 は,境 内の32個 の漆塗 りの円形の盆の 上に花,ろ うそ く,

線 香 の供物 を供 え る。 これを 「サ イ ・ド―ク」(sai d・k)と い う。 夕方 には僧侶 たちが,東 向

きに直立する仏陀 の立像 であ る 「イ ンタキ ン」 を納 めた建物 の中に入 り,パ リッ トを誦唱す る。

8日 目の朝 には,本 堂 で僧侶 た ちによ る閉 会式 が行 われ る。霊媒集 団 の コア ・メ ンバ ―は,

チ ェンマ イ行政 当局 の要請 に応 じて,毎 年 「イ ンタキ ン」 の祠 の内外の儀礼道具 の準備 と管理

を行 っている。現行 の儀礼 の基調 はあ くまで も上座部仏教的価値 の強調 にあ り,霊 媒 による憑

依が行 われる ことはない。 夕方行 われる厳粛 なパ リッ ト誦唱 と,市 民 による 「サ イ ・ドーク」

が織 りなす花 々の極彩色が渾然一体 とな った光景 は,上 座部仏教色 の強 さを示 して いる。

 と ころが,こ の儀礼 は実質的 にチェ ンマイの守護精霊祭祀 と して機能 して いる。なぜ な らば,

「イ ンタキ ン」の周囲の11個 の 円形 の漆塗 りの盆 の上 に置かれ た,蒸 留酒 ・檳榔 子 ・花な どの

供物 は,霊 媒 による一般的 な精霊憑依儀礼で用 い られ る供物 とまさ しく同 じだか らであ る。

 通 常 の場合,こ れ らの供物 は,霊 媒の憑依精霊の祭壇 にあ り,精 霊を象徴す る盆(「 カン.

クー」(khan khu))を 構 成 す る基本 的な供物 とな っている。 そ してそれ らの供物 を乗 せた11個

の 盆 は実際 精霊崇拝 の 「カ ン ・クー」,精 霊 がそ こに宿 るとされ る盆 と同 じなのであ る。 さ

らに,「 サ オ ・イ ンタキ ン」 で用い られ る儀礼道具 や供物 のほ とんどは,基 柱の守護 精霊 を崇

拝す る精霊憑依儀礼で も用 い られて いる。

 そ の最 たる ものが,基 柱 の周囲 に設置 した12番 目の円形 の漆 塗 りの盆,象 を飼い慣 らすた

めの輪 と鉤が載せてあ る巨大な盆であ る。2人 がか りでや っと持 ち上 げ られ る程大 きな この盆

は,「 チェ ンマイの基柱を奉納す るための盆」を意味す る 「カン ・タン ・ラック ・ムァ ン」(khan

tang Lak Muang)と 呼 ばれて いる。 この盆 は,「 サ オ ・イ ンタキ ン」 だ けでな く,基 柱の守護

精霊 を崇拝す る精霊憑 依儀 礼の際に も登場 し,そ こで非常 に重 要な役割 を果 た してい る。 この

盆 は,基 柱 の守護精霊が宿 る盆 であ り,こ の霊媒集団 に とって最 も重要 な儀 礼的象徴 であ る13、。

これ らの12個 の 盆 に取 り囲 まれ た 「イ

ンタキ ン」に対 し,朝 夕,霊 媒 集団の男  一

性 介添え役は別の儀礼用 の盆 を両手 に掲

げ持 ちなが ら祈 りを捧 げてい る。 これは,

精 霊崇拝以外 の何物 で もない。実 際 この

介添 え役 は,「 インタキ ン」 か ら来 る精

霊 を崇拝 している と明言 してい る。 これ

らの事実 か らする と,チ ェ ンマ イの公式

宗教 行事 「サオ ・イ ンタキ ン」 はチ ェン

マイの守護精霊祭祀で あ り,霊 媒 たちは
                    写真3
そこで儀礼司祭の役目を果たしている14)。
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(2)旧 市街北東角,チ ェンマイの基柱の守護精霊祠にて行われる2種 類の精霊憑依儀礼

 チ ェンマ イ行政 当局 は,霊 媒 たちによる精霊崇拝儀 礼にはいか なるサ ホ― トを も与えて はい

ない 霊 媒集団が それ らを自発的 に実践 して いる,中 で も・貢要 なのが,チ ―Lンマイ旧 市街北 東

fflにてfJわ れ る2種 類 の精霊憑依儀 礼である。 第一 に, サ オ ・イ ンタキ ン」 の一週問後,北

タイの太陰暦第 九月に/1わ れ る 「チ ェン ・シ―プ―ム 」(Chaeng Si Phurr～)が あ る。 これ は,

「最 も顛Lな 角」 という意味の旧市街北 東角の地 名がその まま儀社の名前にな ってい る 「チェ

ン ・シ―フ―ム.で は,朝 か ら晩 まで祠 に隣接 して建 て られたテ ン ト・)ドで,伝 統楽器 に よる

小オ一 ケス トラが 奏でるfl楽 に乗 って,霊 媒 たちが チェ ンマ イの基柱の守護精霊 に ダンスを 奪

納す る、,2002年511の.ll例 で は,参 加 肖数は約230名 で あ った。

 第 ㌃に,雨 安居明 け間 もない,チ ェンマ イの霊媒 たちが宗教活動 を本格II{Jに再 開 し始y)る 時

期,北4イ の太陰暦第四 月に,同 じ く旧市街北東角で行わ れる もう一っの儀 礼が ある,こ の儀

礼 は ――ブチ ャー ・シー テ ィ ト」(Rucha

Si Thit)(「 四方拝」)と い う。 早朝,数 名

の仏教僧 による読経で は じま り,そ の後

バ ン ドが演奏す る儀礼 音楽 に合わせ て憑

依状態 の霊媒が ダンスを奉納す る。 夕刻

には代 表者が祠 の中に入 り,参 加iii1

の 前 で,4つ の方 角に対 して立 ち姿 で敬

意 を払 う、2001年12月 の事 例で は,参

加 沓数は約200名 で あ った。

 霊 媒 たちは,旧 市街北 東角が特別 な地

であ ることを十 分に認識 しているたY),

一
チ ェ ン ・シープ ーム と 一ブチ ャー ・

シーテ ィト」 の場 合,コ ア ・メ ンパ一が

前夜 か ら尨布持参 で'11地 に泊 ま り込 む、,

儀 礼 当日,精 霊が憑依 する と,霊 媒 たち

はいっ ものよ うに通常 の衣服 の上か ら原

色の巻 きスカー トや頭 巾など,カ ラフル

な衣装 を身 に纏 い,裸 足になる。 そ して

自動 車やバ イクが いそが しく行 き交 う道

にはみ出 さん ばか りに ダンスを繰 り広げ

る。通 りがか った人ひ とは足を止 めて彼

らにJL人 り,ド ラ イバ ―た ち は ク ラ ク

瀞
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ションで彼 らを祝福す る。昼時には,そ の場に居合わせた者誰 にでも昼食が振 る舞われ,参 加

者たちの歓談 と共 に周囲は和やかな雰囲気に包まれる。

 いずれの儀礼において も,基 柱の守護精霊の祠の中に,「 サオ ・イ ンタキン」 の場合 と同 じ

く,こ の守護精霊が宿 る巨大 な盆 「カン ・タン・ラック ・ムア ン」が設置され,基 柱の守護精

霊が招喚 される。 この守護精霊を憑依させることがで きる霊媒 は現在存在 しないが,儀 礼司祭

である 「ラック ・ムアンの介添え役」が儀礼の一切を取 り仕切 ってお り,こ の守護精霊を招喚

する儀礼 もこの儀礼司祭が執 り行 つている。 同様 に,「 サイ ・ドーク」 儀礼のためのいくっか

の漆塗 りの円形の盆を精霊祠の前に設置 し,そ れ らを花々で飾 る。

 これ らの盆の存在は,チ ェンマイの基柱とその守護精霊 に関する一連の儀礼を通 じて,4礼

的な一貫性 を生み出す ことに寄与 している。さらに,憑 依状態の霊媒 たちがカラフルな衣装を

身に付け,ダ ンスを奉納す るというのは,霊 媒集団によるイ義礼 の基本的な様式であり,こ れ ら

の2種 類の儀礼 はその代表例である。チェンマイの歴史的な政治権力と儀礼的に結びっいた守

護精霊祭祀という宗教的伝統が,精 霊憑依儀礼の実践 として立 ち現れているが故に,こ れらの

儀礼は,霊 媒たちにとって非常に重要なものとなつている○

(3) 「ワ イ ・ク ー 」

 チェディ ・ルアン寺 と旧市街北東角で儀礼が行われる時以外,「 カン ・タン・ラック ・ムア

ン」は 「ラック ・ムア ンの介添え役」である男性儀礼司祭 の家の祭壇 に設置 されている。そこ

には最初 にこの霊媒集団をまとめ上げた霊媒の祭壇が当時のまま保存 されてお り,そ の祭壇を

「介添え役」 が守 っている15)。現在も,弟 子の霊媒や往時を知 るクライエントが,こ の守護精

霊の祭壇を しば しば訪れている。

 そこで,北 タイの太陰暦第九月に,基 柱の守護精霊崇拝儀礼 「ワイ ・クー」(Wai Khu)が

行われる。 この儀礼で も,花 々を満載 した花盆が用いられている。基柱の守護精霊が祭壇に招

喚 され,憑 依状態の霊媒 たちがダンスを奉納 し,そ れが朝か ら夕方 まで続 く。 この儀礼 は,

「カ ン・タン・ラック ・ムアン」を司る 「介添え役」,旧 市街北東角で行われる精霊憑依儀礼の

開催を引き受 けている霊媒,そ して彼 らの弟子や友人の霊媒及び関係者など,中 核をなすメン

バーによって実施される。 この 「ワイ ・クー」は,基 柱の守護精霊の霊媒が存命の当時か ら行

われており,霊 媒集団によって受け継がれている。

(4>北 タイの宗教的伝統に由来する儀礼

 タイには,雨 期になると,一 時的な出家者 も含めて,基 本的 に寺院内に籠 もり修行に励むと

いう宗教的伝統があ り,こ れを雨安居という。この伝統 は北 タイにも存在 し,地 域社会の年中

行事 となっている。 この節 目に際 して,こ の霊媒集団の中心的なメンバーは,北 タイの太陰暦

一239一



人  文  学  報

第十 一月 の雨安居 入 りと第二 月 の雨安居 明 けの時期 に,そ れぞれ2回 ずっ 儀礼 を行 って い る。

仏教 儀礼 同様,霊 媒 たち は これ をそれ ぞれ 「カオ ・パ ンサー」(K―hao Phansa)・ 「オー ク ・パ ン

サー」(Ok Phansa)と 呼 ぶ。 その主な項 目は,上 座部仏教 僧 に よる読 経 や,精 霊 に憑依 された

霊媒 による ダ ンスの奉納 などで ある。

 これ らの儀礼は上座部仏教の年中行事儀礼 に類似 しているが,そ の趣 旨はあくまでもチ ェン

マイの基柱の守護精霊に関するものである。雨安居期間中,仏 教僧が寺院 にとどまり修行に励

むのと同 じよ うに,チ ェンマイの守護精霊 も雨安居に入 る。それと共 に霊媒たちも集団での儀

礼を止 して各々自宅にとどまり,雨 安居明 けまで個別のクライエ ントとの降霊儀礼 に専念す

る16)。このように,こ れらの儀礼 は,霊 媒集団が雨安居の前後の節目を儀礼的に確認す るため

に行われている。

 また,「 ダムフワ」(Damhua)と いう,年 長者 ・高位の人物に敬意を表す儀礼がある。 本来

これは,若 い世代が年長の世代 に対 して敬意を表すという,4月 のタイ新年直後 に北タイ社会

で一般 に行われている宗教的伝統である[Sommai&Amphay 1992:186-187]。 だがこの

場合 は,霊 媒たちが,基 柱の守護精霊を年長者 ・高位 の人物 とみな して敬意を表すのである。

 北 タイの太陰暦第七月 に行われるこの儀礼では,特 別にしっ らえ られた祭壇に花々を満載 し

た花盆が設置され,伝 統的なアコースティック楽器のみを使用 した小オーケス トラが奏でる伝

統音楽を背景に,儀 礼司祭が基柱の守護精霊を招喚 し,朝 から夕方まで精霊 に憑依 された霊媒

たちが基柱の守護精霊に敬意を表 し,ダ ンスを奉納する。最後に参加者全員が旧市街北東角の

精霊祠に赴 き,こ の守護精霊に祈 りを捧げる。この儀礼も,中 心的なメンバーが実施 している。

 北 タイの宗教的伝統 に由来す るこれ らの儀礼には,精 霊崇拝 を北 タイの宗教的伝統のサイク

ルに同期させ ることによって,霊 媒集団の宗教実践を地域社会の 日常性 に適合 させ る点 に重要

な意味がある。

3 伝統的都市国家 「ムアン」とその守護精霊

 霊媒たちはチェンマイの公式な守護精霊祭祀の儀礼司祭の役 目を果た しなが ら,一 連の精霊

憑依儀礼を通 じて,こ の守護精霊を ヒエラルキーの頂点 とする霊媒集団を実践的に形成 してい

る。彼 らは,チ ェンマイの公的な都市性に不可欠な宗教的根拠を儀礼の実践において提供 し,

またその守護精霊を崇拝する精霊憑依儀礼を年中行事 として組織することによって,霊 媒集団

の存立の基盤を築いている。

 そこに,霊 媒集団 による宗教実践の自律的展開の根本的な力が生 じているのである。 この霊

媒集団と霊媒たちにとって,基 柱の守護精霊崇拝は,霊 媒集団の社会的紐帯を形成する上で決

定的な役割を果 たしてお り,霊 媒集団の特別な集合原理として機能 している。

ところで,チ ェンマイにはより小規模ない くっかの伝統的共同体が存在 し,そ れ らは霊媒た
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ちと密接な関係を取 り結んでいる。次にそれを見てゆ く。

II 伝統的な共同体 と霊媒集団

1 伝統的な共同体と霊媒集団

 霊媒たちによる霊媒集団儀礼 とは別に,母 系祖霊崇拝儀礼をはじめとす る伝統的な精霊祭祀

は現在で も健在であり,地 域によっては村の守護精霊祭祀 も比較的活発に行われている。 そ し

て,霊 媒集団 による精霊憑依儀礼 は,そ れ らの守護精霊祭祀 と積極的な関係を取 り結んでいる。

換言するならば,母 系祖霊崇拝儀礼 ・村の守護精霊祭祀などの伝統的な精霊祭杷,託 宣を与え

る位の高い守護i霊ピー ・チ ャオナーイ(phi chao nai)と いった精霊崇拝のジャンルは分断 され

ているのではな く,実 際には連続性を有 している。 ここでは,そ の連続性,す なわち精霊崇拝

の多元性 と,そ の多元性が もたらす共同体形成の諸局面について,さ らにそれらの精霊崇拝の

諸 ジャンル と霊媒集団の宗教実践 との関係について考察す る。

2 村落共同体 との接合(村 の守護精霊祭祀)

 村の守護精霊祭祀 は衰退の一途をたどっているという指摘がなされて久 しい [lrvine 1984;

田邊1995]。 しか し消滅 したのではな く,村 落によっそは依然 として実践されており,ど の村

にも必ず村の守護精霊祠が存在するというのが現状である。表2は,チ ェンマイ郡南部の郡境

の内外に位置する4っ の村 とその守護精霊祭祀の時期について記 した ものである。 これ らの村

の村人たちには,場 合 によっては近隣村へ出向いて守護精霊祭祀を共 に祝 うという習慣が存在

する。

表2 チェ ンマイ郡南部 の郡境の内外に位置す る4っ の村と

  守護精霊祭祀

村 開催時期(北 タイ太陰暦) 招待状の有無

A村 1月 頃(五 月) あ り

B村 2月 頃(五 月)/6月 頃(九 月) な し

C村 5月 頃(九 月) な し

D村 6月 頃(九 月) あ り

 B村 の 場合,年 に2度 村 の守護精霊 祭祀を,そ して年 に1度 上座 部仏教儀 礼 を行 な って いる。

守護 精霊祭祀 は 「新 米奉 納」(「タン・カーオ ・マイ」(than khao mai))を2月 頃(北 タイ太陰暦五

月)に,「 タ ン ・プ ン」(tham bun)儀 礼(功 徳を積む儀礼)を6月 頃(太 陰暦九月)に 行 って い る。

上座 部仏教 儀礼 は6月 頃,村 内の寺院で行 って いる。 この村 の村長 は,村 の守 護精霊祭 祀 の方

が,仏 教儀礼 よ りも重要 で ある と述 べて いる。新米奉納 儀礼 で は,午 前中 に数 名の仏教 僧 に よ
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る読経が行われ,そ の間村人が托鉢鉢に食物を寄進する。読経終了後,村 の守護i精霊祠 に移動

した僧侶たちに,村 人が食事 を提供する。村人 も食事をは じめる。そ して午後には霊媒数名に

よる精霊憑依儀礼が行われる。 「タン ・プン」 儀礼で は仏教儀礼はな く,茹 でた豚の頭 と四肢

をはじめとす る供物が供え られ る。村の守護精霊が霊媒に憑依 し,村 人 たちが持参 した線香に

呪文を唱え,彼 らの腕や首に糸を巻き付ける儀礼行為 を行 う。 これは村の守護精霊に対 して功

徳を績む儀礼である。

D村 の場合 も,村 長 は村の守護精霊の重要性を強調 してお り,B村 とD村 の村人たちは少

なか らず,互 いの村の霊媒 と守護精霊に対する敬意の念を共有 している。

 A村 の場合 は,さ らに特異な事例である。村の守護精霊が仏教寺院の僧侶 に憑依す るので

ある。 この僧侶 は,ク ライエ ントを対象 とする憑霊儀礼は行わず,年 に一度の村の守護精霊祭

祀のみを行なっている。

 この僧侶 にして霊媒である人物は,チ ェンマイ郡近郊の出身である。12歳 か ら修行僧 とし

てチェンマイ市内で仏門に入 り,21歳 で僧侶になる。2009年 現在43歳 である。 彼は24歳 で

この寺院の最高位 に就 くが,25～26歳 の時,村 の守護精霊が憑依 し,瞑 想が妨げられたとい

う。この村 の守護精霊 については,40年 間霊媒 が不在 で,こ の僧侶が僧侶 のままで霊媒 と

なった。

 この僧侶 は次のように述べている。「『神』(『テープ」(thee))に はい くっ もの段階があり,そ

れは仏教においても確認 されている。 従つて,精 霊崇拝はおか しなことではない」 「精霊が憑

依 している時の ことは,良 く覚えていない」「村人たちは,皆 守護精霊を崇拝 している」。通常

の場合,上 座部仏教僧は,霊 媒がよき仏教徒であることは結構なことであるとしなが らも,精

霊が本当にいるかどうか にっいては一笑に付す。だが,こ の僧侶の考え方 は,あ きらかにそれ

とは異なっている。

 B村 やD村 の守護精霊祭祀が守護精霊 と村人 との交流を中心 とするのに対 して,A村 の精

霊祭祀は,電 子楽器を取 り入れた小オーケス トラがにぎやかに伝統音楽を演奏 しなが ら,霊 媒

たちがダンスを奉納するという,霊 媒集団による精霊憑依儀礼 そのものである。 この精霊憑依

儀礼 は一般に 「ヨック ・クー」(�ok khu)(「 師の霊への崇拝儀礼」)と 呼ばれてお り,個 々の霊媒

が,そ の憑依精霊を崇拝する目的で年 に一度開催するものである。その際に,霊 媒 は親 しい霊

媒たちを招待する。

 さらに,村 の守護精霊祭祀 と霊媒集団による精霊憑依儀礼 とが明確 に融合 し,よ り多 くの参

加者を引きっけている場合 が少な くない。2007年2月 の事例では,チ ェンマイ県の隣県 ラン

プー ン県で,村 の守護精霊を憑依精霊とする霊媒の主催になる 「ヨック ・クー」が,500名 も

の参加者を集めて行われた。儀礼会場は,海 外資本の大企業の工場が建 ち並ぶランプーン工業

団地 に隣接する或る村であった。会場の敷地内には,工 場労働者用の住宅が建 ち並んでいる。
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写真6 村の守護精霊祠内で歓談する霊媒たち。2007

   年2月,ラ ンプ―ン県。

わかる。前者が消滅するのと入れ替わりに後者が盛んに行われるようになつた,

は適切ではない。それよりもむしろ,村 の守護精霊に関する儀礼は現在 も確固として行われて

いるのであり,一 方で もし村落次元の共同性が強調されているならば,そ れは伝統的な精霊祭

祀が今でも実効性 と共に実践されているということであり,他 方で もし村落次元の共同性を超

えて,他 地域から参加する霊媒たちによって儀礼に彩 りが添え られるならば,そ れは他村の守

護i精霊の霊媒たちに祝福されながら,霊 媒集団による精霊憑依儀礼の中で,村 の守護精霊祭祀

が再定義 されているということなのである。

チ ェンマイの霊媒 は ランプ一 ンの霊媒 と

行 き来が あ り,県 を超 えて精霊憑依儀礼

に 参 加 して い る。 こ の 村 の 場 合 も,

「ヨ ック ・ク 一」形 式 の 儀 礼 と は別 に

「タン ・プ ン」 儀礼があ るという。 この

事例 にとどま らず,チ ェ ンマイの霊媒 に

は,村 の守護精霊が憑依精霊で ある者が

多々存在 し,同 様 の儀礼 を毎年行 って い

る。

 このように見て くると,村 の守護精霊

祭祀 と霊媒集団 の宗教実践 との間には

切 っても切れないっなが りがあることが

と見なすので

3 母系出自集団との接合(母 系祖霊崇拝儀礼)

 一 般 に,北 部地方 の人々に は,「 ピー ・プーヤ―」(phi pu ya)と い う母系的 に継承 され る祖霊

崇拝 があ り,こ の信仰の周囲 に出 自集団が形成 されて いる[Turton l972;高 井1991;Tanabe

1991]。 家 々の敷地内の小 さな精霊祠が,こ の信仰を象 徴的に示 してい る。 この精霊 は常 に女

性 の成員 と行動 を共 に し,彼 女 たちと結婚す る男性 は彼女 たちの 「ピー ・プ ―ヤ ―」 に属す る

ことになる。

 さ らに この 「プーヤ―」 の特別 な種類 と して,出 自集団 の霊媒を儀礼の長 と して,精 霊 に憑

依 された女性成員 によるダ ンス儀礼 を数年 に一度行 う祖霊崇拝があ る。 この儀礼の特徴 は,精

霊祠 の天井か ら垂 らした布製の ロ―プにぶ ら下が り眩暈を生 じさせ た成員 による憑依 ダ ンスと,

ラー ンナー タイの社会生活 を彷彿 とさせ る儀礼的 シ―クエ ンスの数 々であ る [Turton 1972:

Tanabe 1991]0

 実際,村 の守護精霊の場合と同 じく,母 系祖霊崇拝儀礼の霊媒が霊媒集団による精霊憑依儀

礼に日常的に参加 している場合が少なか らずある。彼 らが主催する 「ヨック ・クー」では,あ
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くまでも儀礼主催者である霊媒の憑依精霊に対 して参加霊媒たちがダンスを奉納するという形

式が主であり,母 系祖霊崇拝儀礼に特有の儀礼が行われることはまずない。

 しか しなが ら,極 めて稀 ではあるが,母 系祖霊の霊媒 の中 には,「 ヨック ・ク―」 の中 に祖

霊崇 拝儀礼 を組 み込 んで しま う場合が あ る○2002年2月 の事 例で は,チ ェ ンマ イ旧市街 の南

西角 のスア ンプル ン門付近で霊媒集団 による 「ヨ ック ・クー」 と母系祖霊崇拝儀 礼 とが同時に

行われて いる。 この霊媒 は,2種 類 の精霊祠を準 備 し,そ の一 方で祖霊崇拝儀礼 を実践 したの

であ る。参加 者数 は約300名 で あった。

 ま た2007年2月,チ ェンマイ県サ ンサ―イ郡 での 「ヨック ・クー」 の事例 では,儀 礼 会場

の床 に母系出 自集 団を象徴 す る12個 の 円形 の漆塗 りの盆 を設置 し,母 系 出 自集団の成員 だけ

でな く,こ の霊媒集団の他の霊 媒た ちが こぞ って剣を片手 にそれ らの盆に祝福 を与 えた。

 総 じて,母 系祖霊の霊媒が 「ヨック ・

ク―」に登場する時,そ れは既に単一の

母系出自集団という次元を超えている。

さらに 「ヨック.ク ー」の中に母系祖霊

祭祀が組み込 まれた場合には,祖 霊祭祀

の意義そのものが変化する。 さまざまな

霊媒 による祝福は,祖 霊の固有性に対す

る祝福を超えて,祖 霊崇拝そのものに対

する祝福ともなっている。

 ここにも,霊 媒集団 と母系祖霊崇拝儀

礼 との間に,フ レキシブルな連続性を見
                   写真7 霊 媒 たちによる母系祖霊への祝福。2007年2
い だす ことがで きる。母系祖霊崇拝儀礼     月,チ ェンマイ県サンサ―イ郡。

にお ける出 自集団 のメ ンバ―による憑依

ダンスは,霊 媒 カル トの集団憑依儀礼 のモデルで ある と論 じられる ことが多 いが,こ れ らの事

例 にはそれ以上 の含意が ある。現在 も母系祖霊崇拝儀礼 は盛ん に行 われてお り,そ の場合,参

加者 は もっぱ ら出自集団 のメ ンバ―である。例外 は,招 待 され た少数の霊媒や他の出 自集団の

メ ンバーに限 られ る。 これ はいわば内部指向 の儀礼 コ ミュニテ ィで あると言え る。その一方で,

霊 媒 カル トへ の母系祖霊崇拝儀礼 の組み込み は,い わ ば外部指向の儀礼 コ ミュニテ ィの構築で

ある。霊媒集団 による精霊憑依儀礼 の中で,母 系出 自集団 とその守護精霊 は,約 縁的な霊媒 カ

ル トの儀礼 コ ミュニテ ィと クロ スオーバ ー しなが ら,母 系祖霊崇拝を再定義 して いるのであ る。

4 仏教教団(サ ンガ)と の接合

霊媒集団による儀礼は,1970年 代末以来,上 座部仏教 と積極的な関係を取 り結んで きた
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[lrvine 1984;田 邊1995]。 霊 媒集団 によ る儀礼 の中で,仏 教寺 院へ のお布施 集 めを 目的 とす

る野衣 寄進儀 礼(「 ト― ト・パーパー」(thot pha pa))は 確 固 た る ジャ ンルの一っ とな って お り,

広 範 に行 われ て いる17)。 そ の際に は,寄 付金 を挟ん だ細 木 を無数 に刺 したバ ナナの幹 を寄 進す

るのが定番 とな って い る。

 例えば2005年2月 の事例では,チ ェンマイ県メーテ ン郡の仏教寺院で霊媒集団による精霊

憑依儀礼が行われた。その目的はかって高僧が止住 していたことで有名 な寺院に対するお布施

集めであり,参 加者数 は約270名 であった。

 また2007年2月 の事例では,チ ェンマイ県 ドイサケッ ト郡 にて野衣寄進儀礼が行われた。

この儀礼の目的 は,仏 教寺院に隣接 する土地を購入 し,寺 院に寄進す るための資金集めであり,

参加者数は300名 を超えていた。

 野衣寄進儀礼以外で も,「 ヨック.ク ー」 をはじめとする霊媒集団での儀礼時に仏教僧が招

かれて読経を行 うことが頻繁にあり,霊 媒たちの宗教実践 において,上 座部仏教は不可欠 の部

分を構成 している。

 さらに,一 般 の在家信者同様,霊 媒たちにとって も,日 常生活の中に 「タン ・プン」(功 徳

を績む)と いうイディオムが存在する。 霊媒たちは皆良 き仏教徒 として行動 し,頻 繁 に仏教寺

院に出かけては徳を積む。

 チェンマイの基柱の守護精霊を崇拝する霊媒集団の成員 の中には,出 家する者 さえ存在する。

タイの上座部仏教 は女性 の出家を禁 じているが,霊 媒であって も男性ならば何 ら問題はない。

2002年7月 の事例では,チ ェンマイ市内の或る仏教寺院に何十名 もの霊媒 たちが集い,霊 媒

集団を リー ドす る或 る女性霊媒の夫であ り介添え役である人物が3ヶ 月間の一時的な出家生活

に入 るのを祝 った。驚 くべきことに,そ の際 霊媒たちが次々に本堂の中で精霊に憑依 され,

カラフルな衣服やスカーフを身につけてこの人物の出家を祝福 したのである。その場は 「ヨッ

ク ・クー」会場 さなが らの様相を呈 した。タイの男性が一時的に出家するのは決 して珍 しいこ

とではないが,そ の際に憑依状態の霊媒たちと仏教僧 とが寺院内に同席す るのは極めて希であ

る。 この男性は授戒儀礼 を経て3ヶ 月間の出家生活に入 り,そ の後還俗 して妻の霊媒 の介添え

役 としての活動を再開 し,現 在 も 「基柱」の霊媒集団を リー ドしている。

 2004年4月 の事例では,チ ェンマイ県サーラピー郡在住 の或 る霊媒 が,年 若 くして 出家 す

る近所の少年 を援助 した。この霊媒 は,自 宅で彼の出家儀礼を執 り行わせ,そ の費用を負担 し

たのである。以来,こ の霊媒が自宅で仏教儀礼を行 う必要が生 じた折 には,こ の修行僧がや っ

てきて読経を行 う場合が しばしばある。

 また2004年 の雨安居期に,20歳 過 ぎのチェンマイ市内在住の霊媒が,チ ェンマイ県チェン

ダオ郡の寺院にて出家中であり,3度 目を数えていた。

総 じて,現 在 で も,仏 教 寺院 は依然 として村落 レベ ルの コ ミュニテ ィ ・セ ンター と して 強力
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に機能 しており,霊 媒 たちもそのような村落共同体の中に暮 らしている。憑依精霊を有する霊

媒 は,敬 虔な仏教徒でもあるということを内外 に示 し続けている。輪廻的世界の中での相対的

地位の向上を願 うという点で,霊 媒たちは一般の在家信者 と同 じ地平に位置 しており,仏 教に

対す る信仰は,霊 媒集団の大前提 となっている。

5 チェンマイの精霊崇拝の多元性と霊媒集団儀礼

 この霊媒集団のリ―ダー格である老齢の女性霊媒は,村 の守護精霊,母 系祖霊,伝 統的都市

国家 「ムアン」の守護精霊を憑依精霊 にもっ。彼女は,そ れぞれの精霊がはじめて憑依 したと

きの ことを次のように語 っている。村の守護精霊が初めて憑依 した時,こ の人物は憑依状態で

「わた しは○○○[精 霊の名前]だ 」 と言 い,周 囲の村人がそれを聞 き,理 解 した。母系出自

集団の祖霊が初めて憑依 した時,こ の人物は,お ばの説明でそれが母系祖霊であるということ

を理解 した。また 「ムアン」の精霊が初めて憑依 した時,こ の人物は有名な霊媒のところに赴

き,そ れが託宣を与える位の高い守護霊だということを理解 した。

 これらか ら,一 口に精霊憑依といって も,ど のような精霊なのかによって,社 会的コンテク

ス トが非常に異なっているということが明 らかであり,こ れ らの憑依精霊 に関する諸儀礼が地

域社会の中で実践されることによって,多 元的な儀礼空間が形成され,そ のことがローカルな

コミュニティの形成に極 めて重要な役割を果たしているのである。

 そのように形成されたコ ミュニティは,グ ロ―バル化の回路の中には回収で きない。 という

の も,チ ェンマイの霊媒集団による宗教実践は,グ ローバル化 とは別個の回路 の中で自律的な

展開を見せているか らである。つまり,様 々な形式に基づ く精霊崇拝の儀礼的秩序の再編成と

興隆が,霊 媒 コミュニティを形成 してきたのである。そ してその限 りにおいて,母 系祖霊崇拝

儀礼,村 の守護精霊祭祀 などの伝統的な精霊祭祀,託 宣を与え る位 の高 い守護霊 「ピー ・チャ

オナーイ」といった精霊崇拝の ジャンルは分断されているのではない。霊媒たちが集団で精霊

憑依儀礼を組織するようになって以来,精 霊崇拝はその活動範囲を拡張 して きたのであり,多

彩 なこれ らのジャンルを集約する形式 こそが,霊 媒集団による精霊憑依儀礼である。

 次 章 で は,こ の よ うな コ ミュニテ ィの特 徴を考察すべ く,霊 媒集 団儀 礼 「ヨ ック ・クー」一

般 にっ いて見 てゆ きたい。

m 民間宗教の拡張 「ヨ ッ ク ・ ク ー 」

1 「ヨ ッ ク ・ク ー 」

 基柱の守護精霊 に関す る一連の諸儀礼 とは別に,個 々の霊媒 はその憑依精霊を崇拝する儀礼

を年に一度開催する。 「ヨック ・クー」(yok khu)(「 師の霊への崇拝儀礼」)と 呼ばれるこの儀礼
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は,伝 統的な共同体 と接合するだけでな く,独 自の展開を示 している。 この儀礼は,よ り正確

には霊媒の憑依精霊の師を崇拝する儀礼である18)。儀礼主催者である霊媒 に招待された他 の霊

媒たちは,次 々に憑依状態に入 り,ダ ンスを奉納する。その儀礼構造 は,基 柱の守護精霊 を崇

拝す る精霊憑依儀礼 と同一 であ り,規 模的 にも基 柱儀礼 を凌 ぐ場合があ る。チ ェンマ イの

「ヨック ・クー」 は,12月 頃の雨安居明け直後か ら始 まり,上 座部仏教僧が寺院内に籠 もる雨

安居入 りの時期,7月 末頃まで連日のように続 く19,20)。

 通 常 この儀礼 は儀 礼主催 者で ある霊媒 の憑 依精霊 の祭壇 が あ る自宅 で実施 され るが,小 オ ー

ケス トラを伴 う霊媒 の ための ダ ンス ・フロア,そ れ を取 り囲 む簡 単 な テー ブル席 など,特 別 な

準備が な され るのが常 で あ る。会場 の設営 や昼食 の準 備 は,儀 礼 主催者 であ る霊媒 の弟 子 の霊

媒(「 ルーク ・シット」(luk SZt))や 常 連 クライエ ン ト(「 ルーク ・リヤン」(luk Bang))21),そ して

儀礼主催 者 の親 族や親 しい隣人が行 う。

 儀 礼 の当 日,会 場 の入 り口には,儀 礼 主催者であ る霊 媒(「 チャオ ・パープ」(chao phap))の

弟子 の霊 媒 ある いは霊 媒 の介 添え役(「 タン・カーオ」(tang khao))が 常 に待機 してい る。 彼 ら

は,儀 礼 用の盆 を来客 に差 し出す。 ゲス トの霊媒 たち は,そ の盆 を掲 げて祈 りを捧 げ る こ とで,

儀礼 主催 者 の客 とな る(「 カン・パップ」(khan hap))。

 テーブル席に着 くと,彼 らは精霊を憑依させ,そ の証 として通常 の衣服の上か らカ ラフルな

衣装 を身に纏い,裸 足 になる。か くして精霊 となった霊媒たちは,ダ ンス ・フロァでダ ンスを

奉納 し,仲 間の霊媒たちと歓談する。北タイの伝統楽器 と各種電子楽器を織 り交ぜた,北 タイ

の伝統的な小オーケス トラがダンス ・ミュ―ジックを大音量で演奏 している。彼 らはまた,儀

礼主催者である霊媒の憑依精霊の祭壇に赴き,精 霊が宿る盆 「カ ン・クー」に敬意を表す。儀

礼会場を構成す るいくっかの場所の中で も,祭 壇は最 も重要な場所であり,た いていの場合,

儀礼主催者 はそこに陣取 って,挨 拶 にやって来る他の霊媒たちと親交を深 め,祝 宴を催す。儀

礼 は,昼 食をはさんで朝か ら夕方まで続 く。

 霊 媒 たちを区別 す るの は,第 一 に憑依精霊 の種類 で ある。 この霊 媒集 団で は,村 の守 護 精霊,

母 系 出 自集 団の祖霊,伝 統的都市 国家 「ムア ン」の守 護精霊 な ど,伝 統的 な憑 依精霊 を有 す る

霊媒 たちが この霊媒 集 団 を リー ドしてい るが,ヒ ン ドゥー教 の神 々の精霊 を は じめと して,託

宣 を与 え る位 の高 い守護 霊 「ピー ・チ ャオナーイJの 霊媒 も分 け隔 てな く共 存 してい る22)。第

二 に,彼 らを区別 す るのは,憑 依精 霊の呼称で ある。 「チ ャオ ・プー」(chao pu),「 チ ャオ ・

ポ―」(chao pho),「 チ ャオ ・ノーイ」(chao noi)な どが あ り,そ れ ぞれ 「御祖父様 」 「父上 」

「ちび っ子」 とい った意 味 で あ る。概 して,「 チ ャオ ・プ ー」 は重 々 し く威厳 が あ り,「 チ ャ

オ ・ボー」 は非 常 に強力 な印象 を与 え,「 チ ャオ ・ノーイ」 はか細 く甲高 い声 でその仕 草 も子

供 そ の もので あ る。

会場では2種 類の封筒が交換される。第一には,ゲ ス トの霊媒が儀礼主催者に渡すお布施 で
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あ り,こ れ は儀礼主催 者の収 入 とな る。 その際,エ ア ・メ―ル用の封筒 が使用 される ことが多

いが,そ れ は,霊 媒 同士 の間に存在す る著 しい距離感 を暗示 してい ると思 われる。

 第 二 には,近 々開 催 され る 「ヨ ック ・クー」へ の参 加 を呼 び か けるた めの特 別 な招 待状

(「バ ・チェ―ン」(bat choen))で あ る。 これは,主 催精霊の名前,儀 礼 の開催期 日,会 場 の住所

な どを記 した封筒であ り,通 常 の場 合,先 行 す る 「ヨック ・クー」 の会場 内で配布 される。 こ

の封 筒 によって,霊 媒 たちは近 々開催 され る 「ヨック ・ク―」 に関する情報 を得 るのであ るP3〕。

これが 「ヨック ・ク―」 の開催 に関す るほぼ唯一 の情報源 であ る点 を考 えれば,霊 媒 たちは リ

レ―式 に主催者を交代 しなが ら,儀 礼を実践 し続 けてい ることにな る。一般 の人び とが この儀

礼に立 ち会 うため には,霊 媒 と良好 な関係を保 っていなければな らない。霊媒 たちは,憑 依精

霊 とその カ リスマ に好意 を持 っ人だ けを儀礼 に招待 す るのであ り,大 音量 の音楽 や霊媒 たちの

エキ セ ントリックな行動 とは裏 腹に,儀 礼 の開催 は秘 匿事項 に属す る。

 「ヨック ・クー」 では しば しば,腕 に

白い木綿 糸を巻 き付け る儀礼行 為 「メ―

ト ・コ― ・ム―」(m¢et kho mu)が 行 わ

れ る。 これ は北 タイ独 自の心身 二元 論に

基づ いて,身 体 に魂(「 クワン」(khwan))

を と どめ置 く北 タイの伝統 的な儀礼 行為

であ る。 「コー ・ムー」 を行 うの は重鎮

の霊媒 だ けであ る。 ここに,年 齢 と経験

に基 づい た霊媒集 団内の ヒエ ラルキ ーが

象徴 的に示 されてい る。

だが同時に,霊 媒集団は友愛で満ちて

ご 趨 醺翆1

潅禰欝蝿
写 真8 「ヨ ッ ク ・クー」。2002年7月,チ ェ ンマ イ市 内。

い る。 「連 日のよ うに行 われ ている 『ヨック ・クー』 に出かけてゆ くかど うか は,霊 媒 同士 の

関係次第 で あ り,霊 媒 は,互 いに兄弟姉妹 のよ うな親 密 さを感 じた ら,そ の相 手が主 催す る

『ヨック ・クー』 に出か けるのだ」 と或 る霊媒 は述べ た。 これは,村 落共同体 や出自集団 など

の伝統 的な共 同体 内の人間 関係 を越 えた ところで,個 人的な関 係性 に基 づいた判断が なされて

い るとい う点 で,単 な る静態的な ヒエラルキーの域 を超 えてい る。 「ヨック ・ク―」 は,霊 媒

の師弟関係 と霊媒 同士 の関 係が織 りなす ヒエ ラルキーや友愛関係 が多層 的に出現す る場 である。

2 「ヨック ・クー」の移動性と霊媒たちの儀礼共同体

 「ヨ ック ・クー」 の場 には,単 一 の地域共 同体 ・単 一の出自集団 のよ うな旧来 の精霊崇拝 の

範囲 を遙 かに超 え る参加者 が集 ま る。 サー ラピ―郡在住の或 る霊媒 が主 催 した2002年6月20

日の 「ヨ ック ・ク―」 では,参 加者 は195名 に も上 った。 出納帳 による と,参 加 者の住所 の県
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毎 の分類で は,圧 倒的 にチェ ンマ イ県が 多いが,隣 接す るラ ンプ ーン県か らの参加者 も存在 し

た 俵3)。 チ ェンマ イ県 内在住 の参加 者を郡 別に分類 す ると,チ ェ ンマ イ郡在住 の参 加者が

圧倒的 に多 いが,サ ーラ ピ―郡 ・サ ンカムペー ン郡 ・ドイサ ケッ ト郡 などの近隣郡 か らの参加

者 を合計す ると,そ の数字 はチ ェ ンマ イ郡在住 の参加者 の総数 を上回 る(グ ラフ1)。

 この ことか ら,「 ヨック ・ク―」 を通 じて,チ ェ ンマ イ郡 とその近隣諸郡を横断す る一一っの

ネ ットワー クが 形成 され てい ることが明 らかで ある。 さ らに重要 なの は,こ の ような多様 な地

域 か らや って来 る霊媒 たちが,憑 依精霊 と して さまざまな種類の守護精霊を擁す ることであ る。

地理的 な多様性 と憑依精霊 の多彩 さか らなる一つの儀礼 コ ミュニテ ィが,そ こに成立 してい る。

 この儀礼 コ ミュニテ ィこそが,霊 媒社会 なのであ る。 この コ ミュニ ティを通 して,個 々の霊

媒 の憑依精霊 と精霊 自体が もっ歴史性,物 語 性,神 話性 は,個 別の意味を超 えて,よ り広範な

日常性,つ まり霊 媒に とっての 日常性を構成 してい る。それ は一般 社会に とっては超現実 的で

表3 2002年6月20日,チ ェ ンマ イ 県 サ ― ラ ピ一郡 在 住 の霊 媒 の

  「ヨ ッ ク ・クー、:参 加 者 の住 所(県 毎)

「       県     名 参加畚数 }

チ ェ ン マ イ県(Challgwat Chiang MaD 176

ラ ジパ ― ・県(Changw。t L。mpang) 1

ラ ン プ ― ン県(Changwat Lamphun) 8

タ ― ク 県 (Changwat Tak) 1

Eメ ― ホ ― ン ソ ー ン 県(Changwat Mae Hong Son)r 1

未詳 8

                合  計           195
L――_                                                            1

サーラピ―

(Amphoe Seraphi)

サンサ ―イ
(Amphoe San Sai)

サンカ厶ペ-ン

(Amphoe San Kampaeng)

メ-リ ム

(Amphoe Mae Rin)

ハ-ン ドン

(Amphoe Hang Dong)

ドイサケット

(Amphoe Doi Saket)

チェン マイ

(Amphoe Muang Chiang Mai)

0 io 20 30 40 50 60 70 80 90

グ ラ フ1 2002年6月20【Lチ ェ ンマ イ県 サ ー ラ ピ―郡 在 住 の霊 媒 の 「ヨ ック ・ク ―」:チ ェ ンマ イ県 の

    参加 者の 住 所 の,郡 に よ る分 類
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あるが,霊 媒 にとってはいわば超現実性 によって構成 されるもう一っの日常なのである。

 移動性を特徴 とす るこのような儀礼共同体の存在 は,「 ヨック ・クー」 を通時的に観察す る

と,よ りいっそう明確になる。 筆者は先述のサーラピー郡在住の霊媒宅に住み込み,2002年

4月22日 か ら2002年7月28日 までの期間参与観察を行 った。 この霊媒 は,連 日のように

「ヨック ・クー」 に出かけており,多 忙なスケジュールをこな していた(表4)。 一 日で4ヵ 所

の儀礼会場をまわることが1回,3ヵ 所の儀礼会場をまわることが1回,一 日で2ヵ 所の儀礼

会場 をまわることが4回 あった。1ヵ 所だけの場合でも,午 前中に自宅を出発 し,昼 過 ぎまで

は訪問先の儀礼会場に腰を落ち着けていた。

 筆者が遭遇 した 「ヨック ・ク―」 の参加者の概算は,最 大で300名,最 小で40名,平 均数

は約156名 であった24)。どの会場 にも,霊 媒や霊媒の介添え役,常 連 クライエ ント,儀 礼主催

者の居住村 の村人たちがや って来ていた。儀礼会場の大半 は北タイの伝統的な木造家屋が建ち

並ぶ村落域 であった。中には車で1時 間半を要する遠方の場合 もあったが,そ のほとんどは

チェンマイ旧市街を中心と して半径30キ ロ以内に位置 しており,ラ ンプーン県内の会場4カ

所以外は全てチェンマイ県内であ った。チェンマイ県内の儀礼会場の郡別 の内訳ではチェンマ

イ郡が最 も多か ったが,そ の他の近隣…の郡での開催 も少なか らずあった(グ ラフ2)○

 さらに,基 柱の守護精霊関連の諸儀礼が 「ヨック ・クー」のスケジュールの中に組み込まれ

ている点 も注意する必要がある。 基柱の守護精霊儀礼に参加する霊媒たちの顔触れと,「 ヨッ

ク ・クー」 に参加する霊媒 たちの主な顔触れは同一であった。

 実際,こ のような広い範囲を連 日のように移動 しているのは,こ の霊媒 とその一行だけでは

ない。彼 らは 「ヨック ・クー」の儀礼会場で知己の霊媒たちといっ も顔を合わせては親交を深

めている。 この ことを考慮すると,大 勢の霊媒たちが,自 動車やバイクで連 日のように広範な

領域を移動 しながら,同 一の時間 に同一の場所で共に儀礼を実践 していると考えるのは自然で

あり,実 際 これがイ ンフォーマルな集団形成の要諦 となっている。

 「ヨック ・クー」 における霊媒たちの行動 は,チ ェンマイとその周辺郡を互 いに結びっけな

が ら,霊 媒社会のネ ットワークを形成 している。そこには,現 代的な移動性を伴 う一っの儀礼

共同体が形成 されている。 さまざまな霊媒とその憑依精霊 を包摂 し,異 なる儀礼会場を連日の

ように移動 しながら,「 ヨック ・クー」 は霊媒集団による共同体形成の結節点であり続 けてい

る。

 つ まり,こ の霊媒集団は儀礼の実践そのものとしてある。 「ヨック ・クー」 は,様 々な霊媒

が儀礼主催者の役を務めなが ら,年 間を通 して 「基柱」の守護精霊崇拝儀礼 と同 じ儀礼構造を

反復 している。それによって,チ ェンマイとその周辺郡の精霊たちのヒエラルキーや友愛が,

自ら生成す るのである。
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表4 チ ェ ンマイ県サーラピー郡在住の霊媒による2002年4月22日 か ら20o2年7月28日 までの 「ヨッ

   ク ・クー」 とチェンマイの基柱の守護精霊崇拝儀礼への参加25)

番号 年月日
儀礼会場 参加者数

(概算)県(Changwat) 郡(Amphoe)

1 2002/4/22 チ ェ ンマ イ ドイ サ ケ ッ ト 100

z 2002/4/23 チ ェ ンマ イ チ ェ ンマ イ 150

3 2002/4/27 チ ェ ンマ イ ドイサ ケ ッ ト 150

4 2002/4/29 チ ェ ンマ イ ドイサ ケ ッ ト ―

5 2002/4/29 チ ェ ンマ イ サ ン カ ム ペ ー ン ―

6 2002/4/29 チ ェ ンマ イ サ ン カ ム ベ ー ン 150

7 2002/4/29 チ ェ ンマ イ チ ェ ンマ イ 100

8 2002/4/30 チ ェ ンマ イ サ ― ラ ピ ー 300

9 2002/4/30 チ ェ ンマ イ サ ン カ ム ペ ー ン 200

10 2002/5/7 チ ェ ンマ イ チ ェ ンマ イ ―

＼
 ＼

2002/5/8-14&

2002/5/15午 前
「サ オ 。イ ン タキ ン」(チ ェンマイ旧市街 チ ェデ ィ ・ル アン寺)

11 2002/5/15 チ ェ ンマ イ チ ェ ンマ イ 160

12 2002/5/16 チ ェ ンマ イ チ ェ ン マ イ 140

13 2002/5/18 チ ェ ンマ イ チ ェ ン マ イ 40

!4 2002/5/18
―          ロ

フ ン フ 一 ン
― 90

＼ 2002/5/22 「チ ェ ン ・シー プ 一 ム」(チ ェンマイ 旧市 街北東角)

15 2002/5/18 チ ェ ンマ イ サ ンサ ー イ 230

16 2002/5/23 チ ェ ンマ イ チ ェ ン マ イ 55

17 2002/5/24 チ ェ ンマ イ チ ェ ン マ イ 一

18 2002/5/25 チ ェ ンマ イ サ ンサ ー イ 200

19 2002/5/27 チ ェ ン マ イ サ ー ラ ピ ―

20 2002/5/29 チ ェ ンマ イ サ ー ラ ピ ー

＼ 2002/5/30 「ワ イ 。ク ー 」(チ ェ ンマ イ 市 内)

a1 2002/6/2 チ ェ ンマ イ チ ェ ンマ イ 40

22 2002/6/4 チ ェ ンマ イ チ ェ ン マ イ 『

23 2002/6/4 チ ェ ンマ イ サ ー ラ ピ ー 200

24 2002/6/7 チ ェ ンマ イ チ ェ ン マ イ 90

25 2002/6/8 チ ェ ンマ イ チ ェ ンマ イ 200

26 2002/6/11 チ ェ ンマ イ チ ェ ン マ イ 一

27 2002/6/15   チ ェ ンマ イ チ ェ シ マ イ 60

zs 2002/6/20 チ ェ ンマ イ
サ ― ラ ピー

(参与観察 を行 ったチ ェ ンマイ県サ ―ラ ピ―郡 在住 の霊媒 宅)
200

29 2002/6/22 チ ェ ンマ イ ドイ サ ケ ッ ト ―

30 2002/6/22
―         o

フ ン フ ー ン
一          〇

フ ン フ 一 ン 160

31 2002/6/23 チ ェ ンマ イ ハ ー ン ド ン ―

32 2002/6/23 チ ェ ンマ イ チ ェ ン マ イ
L

 150

33 2002/6/25 チ ェ ンマ イ チ ェ ンマ イ 120

34 2002/6/27 チ ェ ンマ イ サ ンカ ム ペ ー ン 200

35 2002/6/29
一         〇

フ ン フ ー ン
―         o

フ ン フ ー ン 100

36 2002/7/7 チ ェ ンマ イ チ ェ ン マ イ 300

37 2002/7/14 チ ェ ンマ イ サ ン カ ム ペ ー ン 200

38 2002/7/18 チ ェ ン マ イ チ ェ ン マ イ 90

39 2002/7/19 チ ェ ンマ イ メ ー リ ム 300

40 2002/7/21
一         〇

フ ン フ ー ン
一         P

フ ン フ ー ン 200

＼ 2002/7/28 「カ オ ・パ ンサ ー 」(チ ェ ンマイ市 内)
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サ-ラ ピ-

(Amphoe Saraphi)

サ ンサ― イ
(Amphoe San Sai)

サ ンカ厶ペー ン
(Amphoe San Kampaeng)

メ― リム

(Amphoe Mae Rim)

ハ ―ン ドン

(Amphoe Hang Dong)

ドイサ ケット

(Amphoe Doi Saket)

チエン マイ
(Amphoe Muang Chiang Mai)

       0510152025

グ ラ フ2 2002年4月22日 か ら2002年7月28日 まで の 問 に チ ェ ンマ イ県 サ ― ラ ビ一郡 在 住 の 霊 媒 が 参

加 した,チ ェ ンマ イ 県 内 の 「ヨ ッ ク ・ク―」 の儀 礼 会場 の所 在地 の 内訳(郡 別)

   2
.

5

5

島
―

―1
      4

.I

zo

3 移動性の意味と儀礼共同体の異種混淆性

 「ヨック ・クー」 の移動性は,チ ェンマイ郡 とその周辺郡 とを儀礼を介して結びっけ,霊 媒

集団のネットワークを形成 している。 これを地理的な横断性とするならば,さ らにこの移動性

は,霊 媒たちに,互 いの多様な憑依精霊と日常的に接触する機会を提供するという限りにおい

て,精 霊崇拝の諸ジャンルを横断的に接合 している○ これらの2っ の横断性の中で,非 常に厳

格な霊媒の師弟関係に端を発する霊媒社会のヒエラルキーと,そ れを踏 まえた霊媒同士の固い

絆が育まれている。これによって,旧 来の地縁 ・血縁共同体を超える規模の儀礼共同体が形成

されている。

 従 って,こ の共同体の性質は異種混淆的である。 この異種混淆性によって,伝 統的な精霊祭

祀出身の霊媒であれ,近 年になって創造 された新たな守護精霊の霊媒であれ,霊 媒たちは総 じ

て,霊 媒集団のコンテクス トの中に再配置され,新 たな意義を付与され,再 活性化されている。

実際,霊 媒たちの多くは 「ヨック・クー」において社交的である。霊媒たちは,相 手の霊媒の

憑依精霊の種別がどんな由来であっても,そ の憑依精霊との関係が善であると判断する場合,

その精霊を承認するのである。霊媒同士の相互承認にあっては,大 前提となるような憑依精霊

の種別は存在 しない。

 この 傾向を支えて いるのが,儀 礼主催者であ る霊媒 の憑 依精霊 の如何を問 わない首 尾一貫 し

た 「ヨック ・ク―」の儀礼形式 であ る。 参加霊媒 によ るダ ンスの奉納 と,そ の背景 に流れ る楽

曲は,儀 礼主 催者 が誰であ った と して も,い ずれの儀 礼会場 で も共通 している26)。

 「ヨック ・クー」 にお いて,村 の守護精霊,母 系出 自集団の祖霊,伝 統的都市 国家 「ムア ン」

の守護精霊 な どの伝統的 な霊媒 たち と,ヒ ン ドゥー教 の神 々の精霊 をは じめ とす る,託 宣 を与

える位 の高 い守護霊 「ピ― ・チ ャオナーイ」 の霊媒 たちが共存で きるの は,こ の形式性 による

ものであ り,そ こには,将 来 どのよ うな憑依精霊が登場 して も,彼 らを儀礼 コ ミュニ テ ィの一
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員として受け入れることが可能であるという一種の柔軟さが存在する。さまざまな憑依精霊を

もっ霊媒たちが,主 役を交代 しなが ら年間を通 じて共通の場を形成することが可能なのは,こ

の儀礼形式に負 うところが大きい27〕。

 こ の よ うな民衆文化の ネ ッ トワーキ ングにつ いて は,同 様の視座が存在す る。例えば,田 中

[2006b]は,ス リラ ンカの タ ミル漁村 の地 曳網 漁 の諸 事例 において,網 子 が さまざ まな コ

ミュニケ― ションの共同性の結節点 に位置 し,そ れ に影響 されっっ,み ずか ら共同性 に関わ り,

それ を代表 し,組 織す ることで,意 図的であ るにせ よ,そ うで ないにせよ網 元を中心 とす る社

会体制を ゆるが し,そ の変化 を促 している様子を描 き出 して いる[田 中2006b:309]。 ま た,

花 渕[2005]は,コ モ ロ諸島の精霊憑依

の事例 にお いて,精 霊 と人間の 「共 生社

会」が存在 し,精 霊と人間の主体が互い

に交錯する,重 層的な関係が展開する様

を精緻に描き出 している[花 渕2005]。

 チェンマイの霊媒たちによる宗教実践

も同様である。彼 らの儀礼 ネットワ―ク

は,既 存の精霊崇拝を再活性化 し,新 た

な精霊を受 け入れながら,多 様な一っの  華

全体性を保持 し続 けている。それは紛れ

もない 「精霊社会」なのである。

..縄

緇輙㌔ 髴蛾

愚語 鋭
写 真9 一ヨ ッ ク ・ ク ― 一。2002年6月,

   サ ― ラ ピ ― 郡 。

チ ェ ンマ イ県

4 宗教実践による霊媒コミュニティの日常性の形成

 「ヨック ・クー」 では,霊 媒集団による宗教実践の自律的展開が全面化 している。 さまざま

な地域に居住 し,さ まざまな憑依精霊を有する霊媒たちは,精 霊憑依儀礼 「ヨック・クー」の

機会に互 いを訪問 し,友 愛を育みなが ら,年 間を通 じたこの儀礼の実践そのものによ って,

チェンマイ郡 とその周辺郡を横断的に結び付け,さ まざまな精霊崇拝のジャンルを横断的に接

合 しながら,異 種混淆的な霊媒集団を構築 し続けている。

 一 度 に集 まる霊媒 の人数 は200人 か ら300人 ほ どで あるにせ よ,チ ェ ンマイの 人囗との比率

を考慮 に入れ れば,こ れは相 当な人数 である。 一般 の人び とに とって,「 ヨ ック ・クー」 会場

は,チ ェ ンマイの霊媒社会 その もの とで も言 うべ き状況 を呈す る。

 実 際 この霊媒集 団 は,「 ヨ ック ・クー」 の実践 その ものと して成立 して いると言 って も過

言で はない。宗教的伝統 と して の精霊崇拝を再定義,再 活性化す ることが,そ の 自然発生的な

効果 であ り,機 能 となって いる。

この儀礼 は,個 々の霊媒 とその守護精霊を超え たところで,霊 媒 コ ミュニ テ ィの 日常性を生
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み出 している。 この日常性 は,「 ムア ン」 チェンマイの守護精霊であるチ ェンマイの基柱の守

護精霊祭祀を宗教実践の縁としっっ,「 ヨック ・クー」 の中に伝統的な精霊祭祀をはじめとす

るさまざまな精霊崇拝の諸 ジャンルを異種混淆的に統合することによつて,重 層的に形成され

ている。

 ところでこの霊媒集団には,新 たに創造 され,直 ちにチェンマイの霊媒集団儀礼の中でも最

大規模 となった儀礼が存在す る。 この儀礼の成立過程は,宗 教実践の展開力,そ して突破力の

何たるかを如実に物語 っている。次章では,そ のような儀礼 について見てゆ く。

IV 民間宗教のさらなる拡張 「3人 の王」崇拝儀礼

1 「3人 の王」崇拝儀礼

 この霊媒集団には,伝 統的な守護精霊を崇拝する儀礼を行 うだけでなく,新 たな儀礼を創造

する場合がある。それが,北 部地方の歴史上最 も重要な3人 の王を崇拝する精霊憑依儀礼の場

合である。「3人 の王」(「サーム ・カサ」(Sam Kasat))を 崇拝す る儀礼は年に一度,チ ェンマイ

旧市街の中心部に位置する広場で開催されている。 この霊媒集団の他の儀礼 とは異なり,こ の

儀礼の開催 日は,西 洋暦の4月 末 と定められている。

 広 場 には,チ ェ ンマイの建 都 者 マ ンライ王,そ の 同盟者 で あ るパ ヤオ の ガ ムム ア ン王,ス

コー タイの ラーマ カ ムヘ ン王 の記念像 が設 置 されて い る。 この記念 像が表 して いるのは,彼 ら

が1296年 に チ ェ ンマイを どの よ うに配 置すべ きかを議論 した とい う史実 で あ る。 この広場 は,

チ ェ ンマイの繁栄 を祈願 す る年 中行事 と しての上座部仏教儀礼 「ス ープ ・チ ャタ― ・ムア ン」

(Suep Jata Muang)を は じめ と し,重 要 な儀 礼 の主要 な会場 とな って お り,1996年 に はチ ェン

マイ建都700周 年 を祝 う記念祝典 が盛大 に開催 され た。

 このような会場で,霊 媒たちは年に一度精霊憑依儀礼を行 っている。 この儀礼は1996年 よ

りは じまる新 しい儀礼であると同時に,チ ェンマイの精霊憑依儀礼の中でも最大規模を誇って

おり,2004年 には,1,000人 もの参加者を集めた。

 この儀礼では,基 柱の守護精霊 を崇拝す る精霊憑依儀礼や霊媒集団による 「ヨック ・クー」

同様,一 日中霊媒 たちがダンスを奉納するが,そ こには独 自の特徴がある。第一 に,こ の儀礼

は北部地方の歴史上最 も重要 とされる3人 の王に敬意を表す儀礼だという点である。

 第二に,こ の儀礼は同時に進行 する3っ の異なる儀礼によって一つの全体性を構築 している

点である。会場 に,巨 大な一張のテントを設置 し,そ の北側 と南側 に草木で小 さな精霊祠を1

つずつ建てる。 テ ントは霊媒 カル トの霊媒たち,「 ピー ・チ ャオナーイ」 の霊媒たちのために

あり,こ こで彼 らはラーンナータイゆかりの王にダンスを奉納する。その一方で,儀 礼主催者

によ って選ばれた2っ の母系出自集団が,そ れぞれの精霊祠の下で母系祖霊の霊媒を中心に,
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各々の儀礼を行 う。

 第 三 に,通 常 の場 合,こ の母系祖霊崇 拝儀礼 は,数 年 に一度 母系 出 自集 団 の儀礼的長 の家 の

敷地 内 に精霊祠 を建 て て行 われて お り,そ の場合参加 者 は この出 自集 団 の メ ンバ ーに ほぼ 限定

され る。 に もか かわ らず,「3人 の王」 崇 拝儀礼で は,そ のよ うな祖 霊崇拝 儀礼 が毎年 同一 の

2っ の母 系 出 自集団 によ って,他 の霊媒 た ち も交 えなが ら行 われて い る点 で あ る。 これ らの母

系出 自集 団 はそ れぞれ,2種 類 の特別 な祖霊 「ピー ・メ ン(phi meng)」(モ ン族(Mon)の 精霊)

と 「ピー ・モ(phi mot)」(蟻 の精霊)を 有 して いる28・29)。

2 2004年 の 「3人 の王」崇拝儀礼

 2004年4月23日,前 夜祭 は午 後6時 に上 座部仏教僧 に よる読経 と共 に始 ま った。 白い衣装

に身 を包 ん だ霊 媒 た ちが,儀 礼用 の花製 の塔(「 バイ ・シー」(bai sの)の 前 に座 り,4時 間 に

渡 って翌 日の儀 礼 の成 功 を祈願 した。広場 の北側,東 側,南 側 は道 路 に面 して お り,西 側 中央

には 「3人 の王」 の記念 像が,東 側 にはそれぞれ北 か ら南 へ 「ピー ・メ ン」 の祠,「 ピー ・

チャオナ ーイ」 の霊 媒 たちの テ ン ト,「 ピー ・モ」 の テ ン トが あ る。 前 夜祭 に参加 した霊媒 た

ちの人数 は約170名 で あ る。

 翌4月24日 の朝8時 半 に 「3人 の王」 崇拝儀礼が始 まった。 儀礼の共同主催者数名が記念

像に巨大な線香を供える。記念像は儀礼道具で飾られ,巨 大 な祭壇 と化 している。風船が空 に

放たれ,爆 竹 と花火が鳴 り響 く。 音楽が鳴り始め,霊 媒,そ して2っ の母系出自集団のメ ン

バーが憑依ダンスを開始 した。 これ ら3っ の儀礼会場 には独立 した小オーケス トラが伝統的な

北部地方の音楽を奏でている。 「ピー ・メン」 の会場では電子楽器を用いることは禁 じられて

いる30)。

 「ピー ・チャオナーイ」の霊媒たちがテ ントの下で3人 の王に対す るダ ンスを奉納 している

一方 ,2つ の母系出 自集団は別々に彼 らの儀礼を実践 している。途中,少 女 たちによる北部地

方の伝統的な舞踊や少年 による剣舞が披露されるなど,儀 礼全体の基調が北 タイの伝統文化の

称揚であることが明示 される。 昼食休憩をはさんで,「3人 の王」 崇拝儀礼は午後4時 半 まで

続いた。その間,儀 礼主催者たちによる,3人 の王に対する崇拝儀礼が一っの クライマックス

である。終了間際には,テ ントの下 にいた霊媒たちが記念像までダンスを繰 り広げた。

 この よ うな一連 の流 れの中で,2っ の 母系 出自集団 に よる精霊 憑依儀 礼 は多彩 な内容 を含 ん

でい る。 儀礼 に参加 す る2っ の母 系 出自集 団の精霊 祠の天井 か ら,布 製 の一 本 の ロー プ(「 ホ

ィ ・パー」(hoi pa))が ぶ ら下 が って いる。 それぞれの出 自集 団の メ ンバ ーた ち はこの ロー プに

ぶ らさが り,身 体 を激 しくゆ さぶ りなが ら,眩 暈 を生 じさせ,や がて祖 霊 に憑 依 されて ダ ンス

の輪 に加 わ って ゆ く。 それ ぞれの精 霊祠 の前 には,「 トン ・ケ ーオ」(ton kaeo)い う名 の一 本

の木 が設 置 され て いる。 これ は,木 の幹 には枝が,枝 に は葉が付 いてい る とい うことか ら,出
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脚灘 軍_

写真10 「3人 の王」記念像が精霊

憑 依 儀 礼 の 祭 壇 と な る。

2004年4月24日,チ ェ ン

マ イ 旧市 街 中心 部 。

自集 団の象徴 にな っている。木 の根元 に

は,菓 子,コ コナ ッツ ・ジュ― スなどの

供物 が供 え られる。

 これら2種 類の母系祖霊崇拝儀礼では,

数々の儀礼的 シ―クエンスが実践されて

写真11 「ピ― ・メ ン」 の 祠 に 「ピー ・モ」 の成 員が 押

しか け,共 に踊 る。

繕毳熱鎗

        調
議一  蝉 滋 粗副

ン之_響 …鞭

壽騰 聖
写真12 終了間際の憑依ダンス。

いる。第一 に,祖 霊 に憑依 され た霊媒が 出自集団 のメ ンバーの腕 に糸を巻 き付 けて,身 体 に魂

をとどめ置 く儀礼行為(「 メー ト・コ― ・ム―」)が 行われ た。

 第 二 に,「 トン ・ケーオ」 の周囲で のダ ンスであ る。 竹の棒 を両手 に持 ちなが らの場 合(「 ラ

ム ・カボン.(ram kabong)),剣 を持 ちなが らの場 合(「 ラム・ダップ」(ram dap)),そ して緑 の葉

が付 いた枝 を持 ちなが らの場合が ある。

 第 三 に,「 ピー ・メ ン」 の精霊 祠の中で,数 名の霊媒が天井か らぶ ら下が って いるロープに

結ん だ棒 を床 に置 いた豚の頭 に突 き刺す。 これ は精霊が この供物を 「食べた」 ということを意

味 している。

 第 四 に,「 ピ― ・モ」 の霊媒 たちが 「ピ― ・メン」 の精霊祠 にや ってきて,一 緒 にダ ンスを

す る。 これ らの2っ の母 系 出 自集 団 は互 いに儀 礼 的 な外婚 単位 で あ る と考 え られて お り,

「ピ一 ・モ」 の集 団は女性性 を,「 ピー ・メン」 の集団 は男性性 を象徴 している(「 ピ一・モ ・ソ

ム・メン_(ノ)hi mot som meng))o
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 第 五 に,「 ピー ・モ」の集団 はモ ダマ31)の種 を半 円形 の的 に当て るゲ ーム(「 サバ一」(saba))32)

や象 を飼 い慣 らすゲ ーム(「 コーン ・チャーン」(khong chang))を す る。 象 を飼 い慣 らす ゲ ーム

では,何 人 か の参加 者 は,象 に扮 す る少年 が扮 す る象 を捕 まえ なけれ ばな らな い。母 系 出 自集

団の メ ンバ ーで あ る この少年 は,彼 を捕 まえ ようとす る霊媒 た ちに暴 力 的 に抵 抗 し,や が て捕

獲 されて両腕 に白い糸 を巻 き付 け られた。

 第 六 に,終 了 間際 に 「ピー ・メ ン」の メ ンバ ーが 「3人 の王 」 の祭 壇 へ と雨 乞 いの花 火御輿

行列 を行 う(「 へ一 ・ボックファイ」(hae bokfai))。 御 輿 はいた って シンプル なつ くりであ り,高

さ1メ ー トル ほ どの三角柱 の骨組 みを横倒 しに し,そ こに花輪 や布 そ の他 を飾 り付 けて あ る。

総 じて,こ れ らの シー クエ ンスは,チ ェ ンマイ地域住 民 の歴 史的 な 日常 生活 の諸局面 を表象

しなが ら,祖 霊 の重 要 性 を 強調 して い る33)。そ こ に は,母 系 出 自集 団 の成 員 だ けで な く,

「ピー ・チ ャオ ナーイ」の霊媒 も多数参加 して いた。

3 「3人 の王」崇拝儀礼の主催者たちと,儀 ネLに対する彼 らの見解

 第 一 回 目の 「3人 の王 」 崇拝儀礼 は1996年2月 に実施 された。 現在 の儀 礼 とは違 い,最 初

の主 催 者 は チ ェ ンマ イか ら南 東 に70キ ロ ほ どの距 離 に あ る古 都 ラ ンパ ー ンの 旧家 の末 裔

(「チャオ ・ムァン」(Chao muang))で あ る大学 教授だ った。 この人物 によ る と,1996年 は チ ェ ン

マイ建 都700周 年 とい うこ ともあ り,タ イ政府観光 庁 や シ ンハ ー ビー ルを始 め とす るス ポ ン

サー によ って 巨額 の資金 が提供 された。儀礼 にはチ ェ ンマイ行政 の長 を は じめ とす る北部 地方

の旧王朝 の末裔 が招 待 され,会 場 内のテ ン トや精霊祠 の周辺 に は,精 霊 の種 別 や精 霊 に関す る

説 明 など,図 式 的な プ ラカー ドが 随所 に存在 した。

 この最初の主催者は,儀 礼の目的がチェンマイの建都者を称え,北 部地方の宗教的伝統 とし

ての精霊憑依儀礼を保存 し,継 続させることだと述べた。精霊崇拝儀礼がますます上座部仏教

色の濃いものになっているという現実を認識 しっっ,彼 は仏教が精霊崇拝を駆逐 して しまうの

ではないかと危惧 していた。 アニミズムは北部地方特有のや り方であ り,「3人 の王」 崇拝儀

礼を構成する 「ピー ・メン」儀礼や 「ピー ・モ」儀礼は一種のデモンス トレーションであり,

たまたま通 りがかった観光客です らチェンマイ独自の精霊崇拝を経験できるよ うに,本 来の姿

とは違 うや り方で儀礼を実施 したのだ,と この人物は述べている。

 第2回 は2001年 に 開催 された。主催者 は1996年 と同 じ人物 だ ったが,こ の主催者 とチ ェ ン

マイの霊媒 たち との間 で問題が生 じた,と 霊媒 たちが言 った。 この主催 者 はチ ェ ンマ イでは な

く同 じ北 タイの ラ ンパ ー ンの人で あ った ため,精 霊祠 の構 造や規模,儀 礼 の シ-ク ェ ンス,音

楽,供 物 な ど,母 系祖霊崇 拝儀礼 のや り方が チ ェンマイのや り方 とは異 な つて いた。 この主 催

者 は,ラ ン/¥°一 ンか らその出 自集 団の メ ンバ ーを連れ て きて ランパ ー ン流 のや り方 で母 系祖 霊

崇 拝儀礼 を行 な った。
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 チ ェ ンマイ の霊 媒 たち の中 に は,こ の ことで怒 り心頭 に発 した人 び とが少 なか らず存 在 した。

例 えば,チ ェ ンマイの流儀 に従 うな らば,「 ピ― ・メ ン」 の ための祠 に は必ず 木製 の床 が しっ

らえ てあ り,「 ピー ・モ」 の ための祠 で は,リ ネ ージの成員 は直接 地面 の上 で,あ るいは単 な

る茣蓙 を敷 いて舞 うのだ,と 或 るチェ ンマイの霊 媒 は憤 る34)。 そ こに は,儀 礼 のや り方 を巡 る

地域 的な対立 が如 実 に存 在す る。

 このような経緯を経て,第2回 以来最初の主催者はこの儀礼にもはや関与 しな くなった。代

わ って2002年 の第3回 か らチェ ンマイの霊媒たちが独力で同様の儀礼 を今度 はチェンマイ流

のや り方で組織 した。現在の儀礼主催者である霊媒 によると,バ ンコク近郊在住の ビジネスマ

ンが財政的にこの儀礼を援助 している。 この霊媒 もまた,チ ェンマイの人びとに自文化の伝統

を忘れてほ しくないと考えており,「 この儀礼は旧王朝の末裔のためではない」,と 最初の主催

者をあか らさまに非難 した。さらにこの霊媒は,参 加者が さまざまなところか らやってきて,

皆で この儀礼を支え合 っているのを誇 りにしており,チ ェンマイ行政当局やその他のいかなる

組織か らも資金を提供 してもらうことは期待 していないし,私 たちは独立独歩でゆきたいと述

べた。

 主催者 の交代は,ラ ンパーンとチェンマイの間での文化的ヘゲモニーの衝突を示 していると

同時に,宗 教的伝統 をどのように維持,展 開すべ きかという問題に対 して重要 な示唆を与えて

いる。 ランパ ーン流 のや り方で行われた 「3人 の王」崇拝儀礼 は,同 時に儀礼会場のさまざま

なアイテムや儀礼そのものを博物学的に図示 している。このやり方の意図は,実 行 されている

儀礼を普遍的な展示 そのものとして示すことによって,万 人のための理解を目指す ところにあ

ると考え られる。だが,こ のや り方では宗教的伝統の当事者のための場所,文 化の当事者のた

めの場所 に対す る配慮が希薄になってしまいかねない。北部地方の宗教的伝統の保存 という意

図の正 しさは誰 もが認めるか もしれないが,そ れを実行す る段になって,「 保存された伝統」

と文化の実践者 との間に距離が開いてしまいかねないのである。

 それに対 して注 目すべ きは,チ ェンマイ流のや り方で行われるようになった 「3人 の王」崇

拝儀礼が,儀 礼 の実践そのものを全面に押 し出している点である。チェンマイの霊媒たちは,

儀礼の意味を説明するためのプラカー ドなどを使用す ることなく,精 霊憑依儀礼をひたす ら実

践 しなが ら,「 参加希望者は誰で も歓迎」 という敷居の低 さを儀礼そのものによって表現 して

いるのである。それによって,偶 然通 りがかった人で も憑依ダンスの輪に加 わることさえ現実

に可能になっている。

4 新たな儀礼創造が物語る,宗 教実践そのものの自律性

「3人 の王」 崇拝儀礼は,チ ェンマイの基柱の守護精霊を崇拝する霊媒集団の霊媒たちによ

る精霊憑依儀礼 と母系出自集団による祖霊崇拝儀礼を組み合わせた新 しい儀礼である。そこで
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は複数の儀礼 コミュニティが接合 している。第一番目の儀礼 コミュニティは,チ ェンマイ建都

に関わる3人 の王を崇拝する儀礼を行 う霊媒たちによって創造され る。彼 らは北部地方一帯の

歴史性を喚起するが,霊 媒たちが諸王 に対 して畏敬の念を表す時,こ れ らの王は単なる歴史的

人物以上の存在,す なわち新たなチェンマイの守護精霊 となるのである。

 第二番 目と第三番 目の儀礼 コミュニティは,2っ の母系出自集団による精霊憑依儀礼によっ

て織 りなされている。彼 らは,チ ェンマイの人々にとって最 も重要 な親族の絆 を衆人が見守 る

中で示 しており,そ の限 りにおいて,チ ェンマイのあらゆる母系出自集団の代表 とい う位置付

けを与え られている。その他に も伝統芸能などいくっかの儀礼コ ミュニティが出現 している。

「3人 の王」崇拝儀礼では,こ れらの儀礼 コミュニティが互いに接合 しているのである。

 それによって,い くっ ものコンテクス トが集積 し,そ の中で,還 元不可能な一っの全体性 と

しての,新 たな儀礼 コミュニティが重層的に形成されている。それは,新 たな宗教実践 の方向

性を如実 に示す ものである。儀礼の このような有り様は,例 えば小田[2007]や 浜本[2007]

の論理的な思弁 とは一線 を画するものであり,そ れは,グ ローバル化 と呪術実践の興隆との間

に不可分な関係を見 るという彼 らの批判対象の認識,思 考とも異 なっている。 「3人 の王」 崇

拝儀礼は,宗 教実践そのものの自律性を如実に示すものである。

結 論

 本稿では,社 会歴史的還元主義 とは距離を置きなが ら,北 タイ,チ ェンマイの基柱 の守護精

霊を崇拝する霊媒集団 とその様々な宗教実践にっいて見て きた。その結果明 らかとな つたのは,

さまざまな精霊崇拝 に関与する霊媒たちとその宗教実践であり,宗 教実践その ものの自律性で

ある。

 第一に霊媒たちは,「 イ ンドラの柱」崇拝と結びっきながら,基 柱の守護精霊のための年中

行事儀礼を展開 し,そ れが霊媒集団の根本的な力となつている。第二に彼 らは,村 落共 同体,

母系 出自集団,仏 教教団 などの伝統的な共同体 と活発に協同することによって,実 践力を拡張

している。第三に彼 らは,連 日のように霊媒集団儀礼 「ヨック ・クー」を展開することによっ

て,儀 礼共同体の異種混淆性と移動性を実践 し,霊 媒 コミュニティの日常性を形成 している。

第四に,近 年になって創造 された 「3人 の王」崇拝儀礼 は,複 数の儀礼 コ ミュニティを接合す

ることによって,還 元不可能な一っの全体性としての,新 たな儀礼 コ ミュニティを形成 してお

り,こ のことが宗教実践そのものの自律性を如実に示 している。

 総 じて,霊 媒たちは,年 間を通 じてチェンマイとその周辺地域を移動 しなが ら,さ まざまな

守護精霊を祀 る儀礼を実践 し,そ の移動性の中で一つのコミュニティを異種混淆的に形成 して

いる。このコミュニティ,精 霊憑依のコミュニティは,グ ローバル化との関連は無論あるもの
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の,そ れとは別個の回路を経由 して宗教実践 の自律的展開を示 している。彼 らの儀礼コミュニ

ティは,チ ェンマイの精霊崇拝の諸相を連 日のように手を替え,品 を替え提示 している。そこ

で霊媒たちは,既 存のあるいは新たな儀礼空間を自由自在 に行 き来 しなが ら,活 発に宗教実践

を展開 しているのである。

 従 って,宗 教実践 とその活況は都市化やグローバル化の影響であるなどという説明は本末転

倒である。宗教実践 にこそ自律的な展開力や突破力が存在するのであり,宗 教実践の当事者 と

その実践その ものを重視 しなければならないのである。か くして実践の当事者たちが,い かに

して独自性 ・自律性を創造 し,維 持 し,展 開 しているのかという点 に注 目し,そ こに自発的で

自律的な実践の回路を見出し,そ れを正当に評価することがますます重要 になってきているの

である。

注

1)例 え ばカイズ[1995コ は,民 間宗教の条件として,信 者の関心が現世に関するものだという事

実 を斟酌 していることを挙 げ,東 南 アジァ大陸部の上座部仏教を民間宗教 と して論 じている

匚Keyes I995:82]。 上座部仏教の場合は,涅 槃 という究極の到達点ではなく,功 徳を積むこと

(「タン ・プン」)に よって,輪 廻的生存のヒエラル ヒーにおける地位を高めることとその重要性

を容 認 して き た 匚Keyes 1995:82-90;石 井1975(2003):32-41]。 しか しな が ら,と りわ け近

年 の タ イ王 国 に お いて,上 座 部 仏 教 は民 間 宗 教 と は見 な さ れ な くな って お り,そ の代 わ り に そ の

他 の さ ま ざ ま な民 間 宗 教 が民 衆 の 支 持 を集 め て い る。

2)例 え ば,ゲ シ― レ 匚1998]に よ る ア フ リカ と東 ア ジア の諸 事 例 に 関 す る議 論 を参 照[Geschiere

 1998]0

3)本 稿 は,20o1年3月 か ら2003年2月,2004年4月,2004年8月 か ら9月,2005年1月 か ら

 2月,2005年8月,2006年1月 か ら2月,2007年2月 に タ イ王 国,チ ェ ンマ イ と そ の周 辺 地 域

 に て 実 施 し た フ ィ ール ドワー ク に基 づ いて い る。2年 間 の長 期 調 査 で は,松 田 素 二 先 生,田 邊 繁

治先生,ア ―ナ ン・カーンチャナパ ン先生の指導の下,タ イ政府(National Research Council

of Thailand)か らの許可を得て調査を行 った。 ここに記 して感謝の意を表す。 さらにこの長期

滞在時には,公 益信託澁澤民族学振興基金の助成を受けた。 ここに記 して感謝の意を表す。本稿

のもとになったデータのほとんどは,第39回 日本文化人類学会研究大会,第41回 日本文化人類

学会研究大会,第42回 日本文化人類学会研究大会にて報告 してきたものであるが,一 部にっい

ては本稿が初出である。これらの機会に際 して,有 益なア ドヴァイスを下 さった方々に感謝の意

を表す。また調査地で筆者を受け入れ,行 事への同行を許可 し,質 問に答えて くれた現地の方々

に感謝の意 を表す。

4)霊 媒 の呼 称 と して は,「 コ ンソ ン」(khon song)「 ラ ー ン ソ ン」(rang song)「 マ ー ソ ン」(ma

 song)「 チ ャオ ソ ン」(chao song)な どが あ る。

5)仏 教 に お け る輪 廻 転 生 の概 念 に つ い て は,石 井[1975(2003)]を 参 照[石 井1975(2003):29-

 30&32‐33]o

6)約 縁 とは,地 縁や血縁とは異なり,結 社 によって成立する人間関係のことを指す。
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7) この点については,ア フリカの呪術研究においても,同 様の問題提起 と批判がなされている

[近藤2007;浜 本2007;出 口2007;小 田2007]。 グロ―バル化 と共に呪術実践が世界を席巻 した

という,欧 米の研究者の間で主流となっている認識,思 考を,こ れ らの論者たちは欧米の研究者

たちの主張に認められる矛盾を批判 している。

8)モ リスの場合,問 題はよりいっそう根深いものである。彼女は,霊 媒 カル トをグローバル化の

 イ ンデ ックスと見 るだけでなく,霊 媒集団儀礼のなかでの,バ ンコク王朝の諸王の精霊をはじめ

 とする歴史的人物の精霊とその国民国家的なヒエラルキーを強調 し,霊 媒カル トを表象 と見な し

 て しまう [Morris 20oO:107-116&344]。 しか しなが ら,チ ェンマイの憑依精霊の中にはパ ワ

 フルな村の守護精霊や母系祖霊が多々存在 し,彼 らは霊媒社会のなかで非常な尊敬を集めている。

 さ らに現地の人びとは,霊 媒カル トは表象の文化であるなどとは考 えてもみないであろうし,そ

 のような,霊 媒カル トを独立 したものであるかのように切 り離 し,そ の現象の外部にある何かを

 表象するものと捉えるや り方には,霊 媒カルトそのものは何 も意味 しないものであるかのように

 な って しまうという問題がある。この点にっいては,近 藤[2007]と 小 田[2007]を 参照[近 藤

 2007:65―66;小J丶E日 2007:180]。

9)http://web.nso.go.th/eng/en/pop 200o/finalrep/cheingmaifn-pdf(2009年5月8日 ア ク

 セ ス)

10) こ の 「ラ ッ ク ・ム ア ン」 はイ ン ドシナ半 島各 地 に存 在 し,通 常 木 製 の 柱 で あ る。 タナ ベ[2000]

 を参 照[Tanabe 2000:301]。

11) こ の 霊 媒 集 団 の形 成 の 歴 史 的 な経 緯 につ いて は,タ ナ ベ[20oO]を 参 照[Tanabe 200o:309-

 310]o

12) 北部 タイの太陰暦は,中 部 タイの太陰暦に2ヶ 月先行する。

13)儀 礼 の初 日にチェンマイ市内を練 り歩 くパレ― ドの中には,こ の盆をは じめとして,「 イ ンタ

 キ ン」の周囲に設置 される12個 の盆を抱えた人びとの姿がある。

14) そ もそも北部地方には,一 般的な母系祖霊崇拝をは じめとして,霊 媒による憑依を伴わない精

 霊崇拝が多々存在する。

15)数 十 年前には,こ の霊媒がその祭壇を用いなが ら,基 柱の守護精霊に憑依 され,訪 れるチェン

 マイ市民の求めに応 じて実際にさまざまなサービスを行 っていた。

16)精 霊 の中には,「 オーク ・パ ンサー」が来るまで決 して憑依 しない者 もいる。

17)野 衣寄進 とは,元 来黄衣や必需物を森の木の枝にかけておくという形式で奉 じることであった

が,現 在では雨安居明けか ら人々が黄衣や金銭を寺院に奉納することである。雨安居の後1ヶ 月

以内に行われる正式な黄衣奉献に 「トー ト・カティン」(thot kathin),す なわちカチナ衣(黄

衣)を 奉 じる行事がある。

18)「 守 護霊 が憑依 した霊媒そのものであるのに対 して,こ の師とは,守 護霊が崇拝 している霊的

 存在である。守護霊のカリスマはこの師に由来する。師に対する信仰 は,北 タイ社会の男性の職

 能者のあいだに広 くみ られ,特 に男性の呪術的能力に支え られた技能,知 識の伝達に深 く関係 し

 ている」匚田邊1995:207]

正9)参 与 観 察 に 基 づ く。 一 昔 前 の 「ヨ ッ ク ・ク ー」 は5月 か6月 に始 ま っ た もの だ が,今 で は霊 媒

 の数 が 非 常 に 多 くな った こ と もあ り,こ の よ うな ス ケ ジ ュ ー ル に な って い る の だ と い う。

20)新 米 の季節 には 「新米奉納」(「タン・カーオ ・マイ」)が,タ イ新年には 「ダムフワ」が行わ

 れることもあるが,「 ヨック ・クー」が代表的な霊媒集団儀礼である。

21)「 ルーク ・リヤン」 とは文字通 り 「養子」の意であり,霊 媒 に対す る常連クライエ ントの親密
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 さを擬制的に表 している。

22) ヒ ン ドゥー教の精霊 というのは多様性の例である。伝統的な精霊の霊媒にとっても,彼 らは理

解 可 能 な存 在 で あ る。 タ イ の ヒン ド ゥー文 化 に つ い て は,シ ャ ー ス ト リ(1998)を 参 照[Sh龝tri

199870

23) 実際,全 ての 「ヨック・クー」に参加するのは不可能である。儀礼会場で配布される招待状は

 常 に過剰であり,実 際,霊 媒たちは取捨選択を行 っている。

24)参 加者数 は,儀 礼会場が最 も賑わいを見せる昼食時,あ るいはそれ以上に会場がにぎわいを見

 せ た時に,目 算でカウントしたものである。儀礼会場に朝か ら陣取 って参加者数を正確にカウン

  トす ることはできなか ったのか,と いう批判もあろうが,そ れは現実には不可能であった。霊媒

 に とって各々の儀礼会場の所在そのものが秘密事項に属 しており,筆 者が事前 にそれらの儀礼会

 場 と儀礼の開催 日を知ることは不可能であった。

25) 参 加 者 数 の 「-」 は,不 明 の意 。

26)北 タ イ の 伝 統 音 楽 につ い て は,シ ャー リァ リ[2006]を 参 照[Shahriari 2006]。

27) と は い え,常 に そ う だ とい う訳 で は な い。 実 際,新 入 りの 霊 媒 た ち が 儀 礼 会 場 に著 しい違 和 感

 を もた らす事例を,筆 者 はこの2・3年 の間に目撃 している。

28) この モン族 とは,山 地民のモン族(Hmong)で はなく,イ ンドシナ半島の先住民族であるモ

 ン族(Mon)の こ とで あ る。

29)「 蟻 」 と い う の は,矮 小 な 事 物 一 般 の象 徴 で あ る。

30) そ の 他,「 ピー ・メ ン」 と 「ピー ・モ」 の屋 根 は草 で 葺 い て あ り,「 ピ― ・メ ン」 の 床 は木 製,

 「ピー ・モ」 の 床 は 茣 蓙 で あ る な ど,両 者 の 間 に は さ ま ざ ま な違 い が あ る。

31)モ ダ マ は学 名Mucuna collettii。 トビ カ ヅ ラ属 。 蔓 性 で 巨木 に ま っ わ る。

32)元 来 こ れ は 賭 博 で あ る が,金 を 賭 け な い で,タ イ 正 月 に 男 女 が2チ ー ム に分 か れ て 行 う こ とが

 あ り,そ の場 合 に は,負 け た 方 が 踊 り を披 露 す る。

33)19世 紀 チ ェ ンマ イ の 社 会 生 活 の 諸 相 につ い て は,ボ ウ イ[1988]を 参 照[Bowie 1998]。

34) ラ ンパ ー ン流 の場 合,「 ピー ・メ ン」 の祠 の床 は単 な る其 蓙 で あ る。
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要 旨

一般に,民 衆の文化実践には,現 代世界の生権力に支配 されない,固 有の時聞や空間をっ くり出

す能力がある。北 タイ,チ ェンマイの霊媒集団による宗教実践はその典型である。彼 らは,2o世

紀初頭 まで独立王朝を擁 した古都チェンマイにおける 「都市 の基柱」 の守護精霊に纏わる数々の

年中行事を主催 している。 霊媒たちのなかには,地 縁 ・血縁に基づ く伝統的な共同体の守護精霊

に憑依 され る者が多い。 彼 らは,「 基柱」 の守護精霊の崇拝儀礼を主軸 に据えながら,自 身の守

護i精霊祭祀に積極的に関わっている。 これらの伝統的な共同体の精霊祭祀 には,成 員以外 の霊媒

たちを招待す る場合が少なからずある。実際,チ ェンマイとその周辺地域では伝統的な守護精霊

だけでな く,多 種多様な憑依精霊を有する霊媒たちが,入 れ替わり立ち替わ り,精 霊憑依4礼,

「ヨック ・クー」 を組織 し,霊 媒たちのコミュニティを形成する。 そ こには儀礼 ネットワークが

存在するのである。 さらに彼 らには,新 たな儀礼を創造する能力がある。北 タイの歴史上最 も重

要な3人 の王 に因んだチェンマイ最大規模の精霊憑依儀礼がその証左である。 この背景には,精

霊崇拝がチェンマイ固有の文化であり,霊 媒はその担 い手であるという,霊 媒たちの自負が存在

する。総 じて霊媒 たちは,チ ェンマイの多種多様な精霊崇拝の担 い手であり,そ の宗教実践 は,

民衆文化の自律性を如実に示 している。

キ ー ワ ー ド チ ェ ンマ イ,霊 媒,精 霊 憑 依,儀 礼 コ ミュ ニ テ ィ,儀 礼 ネ ッ トワ ― ク,民 衆 文 化

Summary

As is widely recognized, people in so-called traditional societies often create its own

space and time by means of their cultural practices, differentiating themselves from the

biopower in the contemporary world. From such a viewpoint, this paper considers the

religious practices of a grouping of spirit mediums in Chiang Mai, northern Thailand.

   The city is famous for its history and culture;it had been the ancient capital of Lan

Na kingdom in the northern area of Indochina Peninsula. The kingdom enjoyed

suzerainty until the beginning of the twentieth century for seven hundred years, during

which its unique culture flourished. Even after the integration into the Thai state,

Chiang Mai people have preserved the old city area in square with walls and five gates

surrounded by the moat, while they have continuousユy practiced a lot of caユendricaユrites

and rituals. Among them, the spirit worship is one of the most important trad�ions for

them;while they are Theravada Buddhist, they have also developed the notion of spirit

worship in their religious life. From this tradition, the spirit mediumship has descended

and become very popular since the end of the twentieth century.

   As a traditional city‐state called muang, the city.has a”city pillar”, which is a ritual

symbol installed at the navel of the city, connected to the notion of tutelary spirit of

muang. Though its political importance has already expired, the spirit mediums continue

to worship the tutelary spirit, forming a grouping there.

  This grouping practices calendrical rituals for the spirit;firstly, it is the most

important for them to support an annual festival to worship the city pillar. It is hosted
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by the Chiang Mai municipality, and the core members of the grouping are in charge of 

the preparation of ritual instruments around the pillar.  In fact, the municipality demands 

them to do so every year. Even if the festival seems to be totally Buddhist at first sight, 

it is actually a kind of spirit worship ritual: the instruments are mostly the same as 

those seen in the ordinary ritual of spirit mediumship, and more importantly, the 

members' behaviors signify nothing but what spirit worship should be. These facts 

confirm that they regard this pillar as the source from where the tutelary spirit of 

Chiang Mai emerges. Secondly, it is equally important for them to organize and practice 

two spirit possession rituals every year in the spirit shrine at the northeast corner of the 

old city area : the mediums in Chiang Mai come and are possessed by their spirits in 

order to celebrate the tutelary spirit of the city. Once possessed, they wear special 

clothes and hoods for the spirits on top of everyday clothes, to walk around barefooted. 

The rituals feature the spirit dances to music played by a small orchestra in the tents 

beside the shrine the whole day. Thirdly, there are several other spirit possession rituals 

for the tutelary spirit, the participants of which are limited to the core members.

   Then, it is common for each medium to organize a collective ritual at least once a 

year. Even if it would be a traditional ritual for guardian spirit in villages, or in 

matrilineal descent groups, there are a lot of cases in which mediums invite other 

mediums from outside the local community. Thus, the guest mediums come to offer the 

spirit dances to the host medium's possessing spirit in harmony to the local dance music 

played very loudly the whole day, as they do in the celebration of the tutelary spirit of 

Chiang Mai. In such occasions, the participants are not only those who have traditional 

spirits, but also those who have the other kinds of modern spirits, such as Hindu deity or 

spirits in northern Thai folklore, and so on. Generally, this ritual is called "yok khu", or 

the ritual "to worship one's deceased master". It is actively practiced for a whole year 

except for Buddhist Lent Retreat season. As the same members gather together almost 

everyday in different places, and the possessing spirits of the host medium are wide— 

ranging, there emerges a heterogeneous community of ritual and its networks by such 

means.

   Moreover, they have an ability to create new rituals, as is proved by an example of a 

newly started ritual to worship historical figures in northern Thailand. This ritual could 

be the biggest one in the collective rituals of mediumship in Chiang Mai, with one 

thousand participants. Though it is a kind of collective ritual of spirit mediumship, there 

are some characteristics to be noticed : firstly, this is the ritual to worship the three kings 

in the thirteenth century, including the founder of the city. Secondly, its full—length 

picture consists of the three rituals which proceed independently ; there are a ritual of 

spirit mediumship to worship the kings, and two rituals for ancestral spirits in two 

matrilineal descent groups, respectively. In short, the totality of this ritual contributes to 

enhance local people's awareness about the political and cultural boundary of ancient 

suzerainty. One of the host medium says that anybody who wants to join this ritual is 

welcomed, and that Chiang Mai people should not forget their own culture. These

— 266 —



 ffiSPAIA s =T -r (NA) 

remarks reflect their pride of that the spirit worship is Chiang Mai's native culture, and 

that they are exclusively in charge of its preservation through their practices.

   Through these examples, it becomes clear that the spirit mediums in the city are 

engaged actively in various aspects of the city's spirit worship. Through these 

engagements, they create a ritual community and networks. This makes us understand 

that their religious practices show the diversity and the power of popular culture in 

action. 

Keywords : Chiang Mai, spirit mediums, spirit possession, ritual community, ritual

network, popular culture
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